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タ利活用ロードマップ」を発表した。いつでも、

どこでも、誰とでも、自分らしく学べる社会を実

現するために、情報通信技術を活用する野心的な

計画をまとめた文書である。彼らは 2030 年まで

にロードマップを実現すると提案している。この

提案の範囲は広く、生涯教育やリカレント教育に

まで及んでいる。焦点は、デジタル技術を最適に

活用し、教師中心の「Chalk & Talk（板書と講義）」

型の指導から、より個別化され、双方向的で、自

己主導的な学習体験へと移行する学校学習環境の

構築である（松本、2021）。  
教育レベルでは、卒業に必要な 124 単位のうち

現在 60 単位とされている日本の大学のオンライ

ン授業の単位数制限を、一定の条件の下で例外的

に緩和する案が、先ごろ文部科学相の諮問機関の

ワーキングチームで了承された（2022 年 2 月 3
日）。オンライン授業が増えれば、欧州委員会のエ

ラスムス＋（Erasmus+）でよく採用されている

ブレンデッド・モビリティの枠組みを踏襲し、日

本もオンラインと現地での学習を組み合わせた大

学留学を提案することができる。海外で完全な学

位を取得するための時間的・金銭的余裕のない学

生も、物理的な移動の要素を減らすことができれ

ば、ブレンデッド・プログラムの受講を検討する

ことができる。関西大学のような大規模な大学で

は、1,000 人規模の大講義室を複数用意し、空調

を完備すると、毎日かなりの電力を消費すること

になる。オンライン授業に軸足を移すことで、大

講義室が不要になり、敷地や建物面積など物理的

なスペースの規制緩和にもつながる。また、キャ

ンパス内の大規模建物のエネルギー消費を削減す

ることで、SDGs にも貢献できる。  
 
33..  おおわわりりにに 
デジタルリテラシー向上の必要性は、今や卒業

生に必要不可欠な能力、いわゆる「未来力（フュ

ーチャースキルズ）」の基礎として認識すべきであ

る。オンライン授業を有機的に取り込むことで、

未来力を強化することができる。デジタルリテラ

シー、異文化対応能力のようなソフトスキルを身

につけながら、専門分野の勉強もできる「マルチ

ラテラリゼーション学習」は、今後積極的に推奨

されていくだろう。社会の働き方の変革は日本で

もすでに始まっており、教育界が自ら変化を遂げ

るよりも、産業界の変化が教育界の変革へとつな

がる速度のほうが速まっている感がある。今後も

その変容プロセスの一役を担うことができるよう

な活動を進めていきたいものである。 
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大大学学ににおおけけるるアアカカデデミミッッククススキキルルにに関関すするる短短時時間間・・自自主主参参加加型型講講座座のの実実施施とと展展望望 
Short and Open Courses on Academic Skills at Universities:  

Practices and Prospects 
 

上島洋一郎（関西大学教育推進部教育開発支援センター） 
大西洋（関西大学教育推進部教育開発支援センター） 

張暁紅（関西大学教育推進部） 
岩﨑千晶（関西大学教育推進部） 

Yoichiro Ueshima (Kansai University, Division for Promotion of Educational 
Development, Center for Teaching and Learning) 

Hiroshi Ohnishi (Kansai University, Division for Promotion of Educational Development, 
Center for Teaching and Learning) 

Xiaohong Zhang (Kansai University, Division for Promotion of Educational Development) 
Chiaki Iwasaki (Kansai University, Division for Promotion of Educational Development) 

 
要要旨旨  
本研究は日本の大学におけるアカデミックスキル講座および関西大学アカデミックスキル講座

（2022 年～2023 年度実施分）を取りあげ、正課外での短時間・自由参加型講座の利用状況とニ

ーズを分析した。分析の結果、春学期の基礎的スキルに関する講座では 1 年生の参加が増える傾

向にあるが学び直しのために上位年次生の参加もみられること、秋学期の専門的スキルに関する

講座では上位年次生の参加が増える傾向にあることが明らかとなった。また、短時間実施であっ

ても学んだ知識やスキルの理解に対して自己評価が高いのに対し、ワークによる課題達成に対す

る自己評価が低いことも明らかとなった。今後は講座内アンケート調査の拡充及び個別学習支援

等における学生の習熟度やアンケート調査を講座運営に利用すること、初年次教育に相応した講

座においても上位年次生を配慮して運営すること、短時間・自由参加型にあわせたワークを開発

することが求められる。 
 
キキーーワワーードド 初初年年次次教教育育、、アアカカデデミミッッククラライイテティィンンググ、、アアククテティィブブララーーニニンンググ、、ラライイテティィンンググセセ

ンンタターー ／ FFiirrsstt--yyeeaarr  EExxppeerriieennccee,,  AAccaaddeemmiicc  WWrriittiinngg,,  AAccttiivvee  LLeeaarrnniinngg,,  WWrriittiinngg  CCeenntteerr 
 
11..  ははじじめめ  
初年次教育を導入している大学は 2021 年時点

で全体の 98％を占めている。具体的な学習内容に

ついてみると、「レポート・論文の書き方等の文章

作法」(91％)、「プレゼンテーション等の口頭発表

の技法」（86％）「大学内の教育資源（図書館等）

の活用方法」（83％）というように初年次教育に

おいてアカデミックスキルに関する学習の機会が

多く取り上げられている（文部科学省、2021）。
また、初年次教育としてアカデミックスキルを扱

う正課を有する大学が 9 割にまで拡充しており

（関田、2018）、授業形態や指導項目等の詳細な

調査も進んでいる（時任他、2022）。 
その一方で、正課外でのアカデミックスキルに

関する初年次教育だけでなく上位年次生をも対象

とした正課外のアカデミックスキル関連の講座は

様々な大学で実施されている。例えば、図書館内

ラーニング・コモンズでは授業とは別にライティ

ングセンターの教職員による講義や演習を実施す

ることも考えられる（文部科学省、2010）。それ
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らは教員、図書館、ライティングセンターといっ

た実施母体、対象学生、目的、場所、時期、時間

帯、時間、テーマに関して非常に多様な組み合わ

せの下で実施されている。図書館が実施母体の場

合、図書館スタッフによる講座は、教員が行う講

座とは異なり、大学の他の教育活動と図書館の活

動を近づけ、大学図書館のより効果的な利用に繋

がることが期待されている（久保山、2012）。 
 
22..  本本研研究究のの問問題題意意識識とと目目的的  
実施母体、対象学生、目的、場所、時期、時間

帯、時間、テーマ等の組み合わせによって多様に

デザインされたアカデミックスキル講座の事例報

告が諸大学で行われているが、効果検証に関する

研究知見は十分に蓄積されていない。そこで、本

研究は、これまでに行われた諸大学でのアカデミ

ックスキル講座および関西大学アカデミックスキ

ル講座（2022 年度～2023 年度実施分）を取りあ

げ、正課外での短時間・自由参加型アカデミック

スキル講座の問題と今後の展望について考察する。

本研究を通して大学における正課外でのアカデミ

ックスキル教育の拡充に向けた具体的な手がかり

を示したい。 
 
33..  諸諸大大学学ににおおけけるるアアカカデデミミッッククススキキルル講講座座のの分分

析析とと考考察察  
33..11..  諸諸大大学学ににおおけけるるアアカカデデミミッッククススキキルル講講座座のの

実実施施状状況況  
 諸大学におけるアカデミックスキル講座をいく

つか確認してみるとその在り方の多様性と共通点

が見えてくる。 
 
33..11..11..  図図書書館館にによよるるアアカカデデミミッッククススキキルル講講座座  
大阪大学附属図書館は全学部1年生を対象とし

て「としょかん春のスタディ・スキルセミナー」

（春学期、60 分または 90 分）と題した基礎的な

レポートライティングのアカデミックスキル講座

を実施している。また人文社会科学系の学部 4 年

生・大学院生向けの講座として「学部 4 回生・大

学院生のためのフルテキスト入手法」（春・秋学期）

を開催している。 
富山大学附属図書館は 1・2 年生を対象として

「困ったときのレポート作成講座」（春学期、30
分程度）を開講し、講座内容は後日動画で学内公

開している。さらにオンデマンド動画によるアカ

デミックスキル講座として、信州大学附属図書館

は 1 年生を主な対象とした「レポートの書き方講

座」、名古屋大学附属図書館では、4 回生を対象と

した「卒論講座」を実施している。 
 
33..11..22..  ラライイテティィンンググセセンンタターーにによよるるアアカカデデミミッッ

ククススキキルル講講座座  
 青山学院大学アカデミックライティングセンタ

ーは「アカデミックライティングセミナー」とし

て動画資料を公開している。テーマは基礎的なレ

ポートライティング、英語アカデミックライティ

ング、実験ノートの作成などである。 
大阪公立大学ラーニングセンターでは 2023 年

度より対面・オンライン併用型講座を 2 種類開催

している。「レポート書き方レッスン」（図書館お

よびオンライン開催、90 分、後日学内オンデマン

ド公開）では「文献の探し方」「論述の仕方」など

について秋学期後半に開催している。その一方で、

「ちょこレポ（ちょこっと！レポートワンポイン

トレクチャー）」（図書館開催、30 分）を学期中の

各月に開催し、「レポートの課題に取り組む手順」

「パラグラフ・ライティング」などの基礎的ライ

ティングスキルや「記述統計のまとめ方」などの

専門的アカデミックスキルをテーマとして選んで

いる。なお、後者のうち昼休憩時間帯実施の講座

が複数回存在する。 
同志社大学学生支援・教育開発センターは、

2023 年度に対面・オンライン併用型講座「レポー

ト作成体験イベント－そうだ レポート、書こう。」

（秋学期、普通教室およびラーニング・コモンズ

開催、40 分）において基礎的ライティングスキル

を講座テーマとして取り上げ、昼食休憩時間帯に

開催している。 
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33..22..  諸諸大大学学ににおおけけるるアアカカデデミミッッククススキキルル講講座座のの

実実施施要要因因  
本研究は国内大学のアカデミックスキル講座の

網羅的調査を行うものではないが、以上に挙げた

事例や他の事例から講座の時間帯と時間、場所に

関するいくつかの特徴を見ることができる。 
まず、開催場所に関して、学内の施設が持つ利

点を生かすべく図書館内のラーニング・コモンズ

施設等が選ばれている。その理由として、図書館

には幅広い属性の学生が一度に集まりやすい利点

があること（末田他、2014）、講座中に文献を探

しにいくなど、図書館機能を身近なものとして利

用することで施設のもつオープンな雰囲気がワー

クグループ間の交流の促進に繋がることが指摘さ

れている（渡邊、2014）。 
その一方、講座開催が可能な施設をライティン

グセンターが所管する場合、講座以外でのセンタ

ー利用学生の増加を見込んでセンター内で講座を

開催する場合もある（矢内、2023）。実際に学習

支援センターでの講座開催によって自習コーナー

やグループ学習室なども含めたセンター利用者が

増加したこと、そしてその理由の一つとして学習

支援センターの位置する教室棟に普通教室や情報

処理室が併設されていることで学生の出入りが多

いことが報告されている（橋本、2015）。 
開催時間に関しては、授業 1 コマ分に相当する

時間で講座を行う大学がある一方、30 分程度の短

時間講座を行う大学もある。特に後者については、

その開講時間帯を授業コマ間の昼食休憩時帯に入

れ込む場合がある。授業時間帯に開催する場合に、

その講座が特定の学部や学年を対象としているの

であればそれら学生を対象とした必修授業のない

授業コマを選んで設定するなどの工夫の必要があ

る。しかし、昼食休憩時間帯の開催であれば特定

の学部や学年、学生一般それぞれに向けた講座を

自由に開講できるという利点がある。 
その一方で、オンデマンド型講座は受講するた

めの時間・空間の制約が対面型より少ない分、学

生の利便性は大きい。さらに、卒業論文制作に関

する講座を3年次以下の学生が前もって学ぶこと

や正課で以前に学んだ内容の復習として繰り返し

利用できるなど、学生が周りの他の学生を気にせ

ず自由に学べるという利点もある。 
 

44..  関関西西大大学学ににおおけけるるアアカカデデミミッッククススキキルル講講座座のの

分分析析とと考考察察  
44..11..  関関西西大大学学ワワンンポポイインントト講講座座のの場場所所とと時時間間  
関西大学ではライティングセンターが実施母体

となり短時間自主参加型講座として「アカデミッ

クスキル ワンポイント講座」を千里山キャンパス

の複数施設で実施してきた。2023 年度は表１に示

す 3 つのコースを開講した。 
 
表 1 関西大学のアカデミックスキル講座の概要 
コース 開講場所・実施回数 
アカデミック 

スキルコース 

第 1 学舎（法学部、文学部、政策創

造学部、外国語学部）または第２学舎

（経済学部、商学部） 

春・秋学期各10回開講 

実験・調査コース 第 4 学舎（システム理工学部、環境

都市工学部、化学生命工学部） 

春学期3回開講 

研究発表ワンポイ

ント講座（上級） 

尚文館（大学院） 

秋学期3回開講 

 
正課外の自由参加型講座であるため、開催場所

と時間は各種テーマに対する学生のアクセスのし

やすさを配慮した。このため、各コースを対象と

なる学生が参加しやすい普通教室で実施し、開催

時間についても昼食休憩時間帯での短時間（30 分）

としている。実際、講座の認知経路に関するアン

ケートに対する回答項目の中で「歩いていたらた

またま開催中だった」を選んだ学生は、2022 年春

（10.3%）、2022 年秋（10.3%）、2023 年春（5.1%）、

2023 年秋（17.4%）であったことから、講座の開

催場所（普通教室）と時間（昼食休憩時間帯）が

学生の講座参加の誘因の一つであることが確認で

きる。 
さらに、アカデミックスキルコースおよび実
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験・調査コースについては当日の講座を動画撮影

し、学内 LMS 内にオンデマンド学習用に公開し

ている。これは当日の講座に参加した学生の復習

用資料や不参加の学生の自主勉強用資料として利

用されている。 
 
44..22..  開開講講時時期期とと取取りり扱扱ううテテーーママ  
本講座では学期ごとに対象学生を絞り、それぞ

れにあわせたテーマを選んだ。2023 年度に開催し

た各コースの題名を表 2～5 に挙げる。 
 

表 2 新入生を主な対象とした 
アカデミックスキルコース（春学期） 

①ノートテイキング ⑥レポートのテーマを決めよう 

②文献の要約のコツ ⑦レポートに書く内容と構成 

③文献の読み解き方 ⑧レポートの文章表現 

④文献の探し方 ⑨プレゼンテーション 

⑤引用の仕方 ⑩スライド資料 

 
表 3 理工系学部学生を主な対象とした 

実験調査コース（春学期） 
①実験・調査ノートの書き方 

②実験・調査ノートの内容 

③実験・調査ノートの文章表現 

 
表 4 学生一般を主な対象とした 

アカデミックスキルコース（秋学期） 
①これからのセルフデザインを

考えよう 

⑥クリティカルライティング 

②研究計画の立て方 ⑦生成AIを用いた文章改善 

③志望理由書の書き方 ⑧インタビュー調査 

④先行研究の整理法 ⑨アンケート調査 

⑤学術論文の構成と読み解き方 ⑩文献の量的分析 

 
表 5 大学院生を主な対象とした 

研究発表ワンポイント講座（上級編）（秋学期） 
①文献の探し方と整理 

②学会発表・質疑応答 

③論文誌投稿にチャレンジする 

こうした講座設定にあわせて参加者の傾向も春

学期と秋学期で変化する（表 6）。春学期は参加者

が多く集まる傾向にあり、秋学期の参加者は減少

する。また、参加者の学年別内訳をみると、基礎

的アカデミックスキルをテーマとした春学期の講

座に 1 年生が集中し、専門的アカデミックスキル

をテーマとした秋学期の講座には1年生の参加は

減少する傾向にある。2 年生以上の学生について

は、基礎的アカデミックスキルをテーマとした春

学期の講座にも参加者がみられ、秋学期の講座で

は参加する割合が増加する傾向にある。 
 

表 6 参加者の総数と学年別内訳 
 2022春 2022秋 2023春 2023秋 

1年生 159 

(77.6%) 
5  

(12.2%) 
122 

(87.1%) 
1  

(3.8%) 

2 年生以

上 

46 

(22.4%) 
36 

(87.8%) 
18 

(12.9%) 
23 

(96.2%) 
総数 205 41 140 26 

 
また、春学期に継続的に1年生が参加する一方、

秋学期では卒業論文作成のために「インタビュー

調査」や 3 年次ゼミ選択での「志望理由書の書き

方」に関する講座のように学生自身の研究テーマ

や学習状況に関連ある講座にのみ参加する場合も

みられた。 
 
44..33..  学学習習ののニニーーズズ把把握握とと講講座座デデザザイインン  
講座テーマの選定には学生のニーズを把握する

ことが必要である。そこで、ライティングセンタ

ーが実施している個別学習支援における対応記録

や大学内での各種行事の把握、各アカデミックス

キル講座内実施のアンケート結果をもとにして各

学年及び学習時期での学生のニーズの詳細な把握

とそれに合わせた講座実施を進めている。 
個別学習支援における対応内容記録から講座の

ニーズを判断する材料を得ることができる。個別

学習支援では春学期にレポート作成に関する相談

を求める 1 年生が多い（多田他、2018）。また、
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秋学期には 10 月頃に 3 年生以降のゼミへの志望

理由書作成に関する相談を求める2年生が集中す

る。そこで、講座のテーマとして春学期には基礎

的なアカデミックスキルに重点を置き、秋学期に

は志望理由書を学生が作成し始める 10 月初めに

志望理由書作成のための講座を開講している。さ

らに大学院生を対象とした講座では 12 月頃に開

催される院生合同学術研究大会での研究発表およ

び一般学会での研究発表に関する講座を 11 月に

開講している。 
アカデミックスキル講座内で実施しているアン

ケート調査からも講座のニーズを判断する材料を

得ている。春学期においては初年次生を想定した

テーマを選んだことから実際の参加者として1年

生が集中することは開講以前から予想されたこと

であったが、例えば「改めて初心に戻ろうと思っ

てこの講座を受講しました。1 回生のうちに受け

ておけば良かったと思うほど大変参考になりまし

た」（講座「ノートテイキング」に参加した 3 年

生）、「3 回生で改めて基本的な要約について知る

ことができて有意義だった」（講座「文献要約のコ

ツ」に参加した 3 年生）といった回答は、正課で

の初年次教育において当該内容についての学習機

会をすでに得ていた可能性がある学生のニーズを

示唆している。 
さらに、アンケート調査は講座の実施方法やア

ンケート項目の改善にも役立つ。2022 年春学期で

の満足度調査（質問「本日、参加していかがでし

たか？」に対して選択肢「とても満足」「満足」「普

通」「やや不満」を選択）において「とても満足」

または「満足」を選んだ回答が 90％を超えた。そ

の一方、当該学期の講座において取り入れたペア

ワークについて、「ペアになって調べ、比較するの

が大変わかりやすかった」「ワーク時間がもっと欲

しかった」という意見が寄せられた。そこで、2022
年秋学期はペアワークを各講座でこれまで以上に

拡充し、アンケート項目についても「今回の講座

で扱った知識やスキルを理解できましたか」（知識

やスキルの理解に関する項目）、「講座で扱った知

識やスキルを活用し，ワークで課題を達成できま

したか」（ワークによる課題達成に関する項目）を

新たに追加することで学生の満足度をより詳しく

確認した。表7 及び 8 にその回答を示す。アンケ

ートの有効回答数は、2022年秋学期は47名、2023
年春学期は 140 名、秋学期は 27 名であった。 
 

表 7 知識やスキルの理解 
 2022秋 2023春 2023秋 

そう思う 38 (80.9％) 93 (66.4%) 17 (63.0％) 

ややそう思

う 
8 (17.0％) 41 (29.3%) 9 (33.3％) 

どちらとも

いえない 
0 (0.0％) 3 (2.1%) 0 (0.0％) 

あまりそう

思わない 
0 (0.0％) 0 (0.0％) 0 (0.0％) 

そう思わな

い 
0 (0.0％) 0 (0.0％) 0 (0.0％) 

無回答 1 (2.1%） 3 (2.1％) 1 (3.7％) 

合計 47 (100.0％) 140 (100.0％) 27 (100.0％) 

 

表 8 ワークによる課題達成 
 2022秋 2023春 2023秋 

そう思う 24 (51.1％) 48 (34.3%) 10 (37.0％) 

ややそう思

う 
14 (29.8％) 55 (39.3%) 10 (37.0％) 

どちらとも

いえない 
6 (12.8％) 35 (25.0%) 7 (25.9％) 

あまりそう

思わない 
0 (0.0％) 2 (1.4％) 0 (0.0％) 

そう思わな

い 
0 (0.0％) 0 (0.0％) 0 (0.0％) 

無回答 3 (6.4%） 0 (0.0％) 0 (0.0％) 

合計 47 (100.0％) 140 (100.0％) 27 (100.0％) 

 

これまでの満足度調査と比較しても各講座内容

に関する知識やスキルを理解できたと感じた学生

は一定の割合を維持しているにもかかわらず、ワ

ークによる課題達成に満足をあまり感じない学生

の存在も明らかとなった。これは講座が短時間実
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施であることで個人ワーク及びペアワークの取り

組みが正課以上にコンパクトなものにならざるを

得ないことに起因すると考えられるが、今後その

理由を尋ねるアンケート調査も併行して実施し、

ワークを改善する必要がある。 
 
55..  課課題題とと展展望望  
正課外の自由参加型講座の長所として、ノート

テイキングやレポートの構成、引用の仕方などの

基礎的なアカデミックスキルはもとより、ゼミの

志望理由書の作成などの正課では指導されないア

カデミックスキル、生成 AI などの時事的なアカ

デミックスキルを学ぶ機会を学生自身が柔軟に選

ぶことができる点が挙げられる。さらに、春学期

に基礎的アカデミックスキル講座、秋学期にその

他の専門的アカデミックスキル講座を開催すると

いうように時期ごとに講座内容をまとめることで

学生の継続的な参加も見込める。 
ただし、基礎的なアカデミックスキルに関して

は特に多くの 1 年生の継続的な参加がある反面、

専門的アカデミックスキルについては、実際にニ

ーズ調査を手掛かりに開講しても参加者が集まり

にくい現状もある。専門的アカデミックスキルに

ついてはニーズの調査をさらに改善する必要があ

る。講座内実施のアンケート調査はもとより、正

課や個別学習支援施設での学生対応を通して確認

される学生の躓きや学習ニーズをフィードバック

することがアカデミックスキル講座テーマの選定

に役立つだろう。 
また、正課において初年次教育を受けた学生が

アカデミックスキルを学び直す機会を提供できる

こともアカデミックスキル講座の長所である。ノ

ートテイキングの仕方を学び直したいという3年

生の存在は看過できない。このため、アカデミッ

クスキル講座は上位年次生にも参加しやすい環境

を整える必要がある。たとえば初年次生学習の内

容に相当するアカデミックスキル講座であったと

しても、「初年次生を対象とする」といった文言を

アカデミックスキル講座の紹介文に入れないこと、

講座内でも1年生を想定した説明を避けるなどの

工夫が求められるだろう。 
短時間講座（30 分）であることも学生が講座参

加のしやすさを感じた長所だろう。短時間開講の

ため各テーマの学習内容はかなり絞らざるを得な

いが、講座内容に対してほぼすべての学生が満足

と回答している。しかし、実施方法についてはペ

アワークやグループワークといったアクティブラ

ーニングを取り入れるためにはワーク内容と時間

配分に注意する必要がある。さらに、自由参加型

の場合ともなれば参加者が毎回変わり学生同士が

馴染みにくいためペアワークやグループワークが

スムーズに進まない可能性もあるが、アイスブレ

イクなどを通した学生の関係作りの時間をとるこ

とは非常に難しい。このため、ライティングセン

ターのチューター等がファシリテーターとして参

加する等の改善を行う必要があるだろう。ワーク

中にチューターが学生一人ひとりに接することは、

ワークによる課題達成の自己評価を高めるだけで

なく、チューターと学生の距離を縮め、ライティ

ングセンターでのチューターによる個別学習支援

を学生がさらに利用することにも繋がると期待さ

れる。 
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韓韓国国のの高高等等教教育育ににおおけけるる学学習習環環境境・・学学習習支支援援ののデデザザイインン  

TThhee  DDeessiiggnn  ooff  LLeeaarrnniinngg  EEnnvviirroonnmmeenntt  aanndd  LLeeaarrnniinngg  SSuuppppoorrtt  
    ffoorr  HHiigghheerr  EEdduuccaattiioonn  iinn  SSoouutthh  KKoorreeaa  

  
川面きよ（成城大学教育イノベーションセンター） 

及川ひろ絵（弘益大学校教養語学部） 

遠海友紀（東北学院大学教養教育センター） 

岩﨑千晶（関西大学教育推進部） 

嶋田みのり（東北学院大学ラーニング・コモンズ） 

千葉美保子（甲南大学全学共通教育センター） 

Kiyo Kawazura (Seijo University, Center for Educational Research and Innovation) 
Hiroe Oikawa (Hongik University, Department of Liberal Arts) 

Yuki Enkai (Tohoku Gakuin University, Center for Liberal Arts Education) 
Chiaki Iwasaki (Kansai University, Division for Promotion of Educational Development) 

Minori Shimada (Tohoku Gakuin University, Learning Commons) 
Mihoko Chiba (Konan University, Center for Education in General Studies) 

 
要要旨旨 
教授パラダイムから学習パラダイムへの転換や ICT 技術の進展に伴い、高等教育において物理

的な環境だけでなく人的な学習支援も重要視されるようになっている。本研究では高い大学進学

率を誇る韓国の大学の学習支援環境に注目し、コロナ禍を経た韓国の大学において学習環境がど

のように変化し、どのような学習支援サービスが行われているのか、その特徴について明らかに

するために現地調査を行った。現地調査の結果、学習支援を担当する組織が大学内で明確に位置

付けられ、体系的な支援が行われていること、コロナ禍で始まったオンライン学習支援も依然と

して提供されていることが確認され、キャンパス内に図書館以外の学習支援環境の実装が進めら

れていることが明らかになった。 
 
キキーーワワーードド  韓韓国国のの高高等等教教育育、、学学習習環環境境、、学学習習支支援援、、ラライイテティィンンググササポポーートト  ／／  HHiigghheerr  EEdduuccaattiioonn  
iinn  SSoouutthh  KKoorreeaa,,  LLeeaarrnniinngg  EEnnvviirroonnmmeenntt,,  LLeeaarrnniinngg  SSuuppppoorrtt,,  WWrriittiinngg  SSuuppppoorrtt  
 
11..  ははじじめめにに  
教授パラダイムから学習パラダイムへの転換や

ICT技術の発展により教育の現場は多くの変化が

求められるようになった。日本の高等教育の学習

環境においても施設や設備といった物理的環境だ

けではなく、そこで行われる人的な学習支援も併

せて検討されるケースが多くみられるようになっ

てきた。 
筆者らは国内外の学習環境や学習支援サービス

について現地調査し、事例を収集・比較分析する

ことによって、教育改善における学習環境デザイ

ンの在り方への示唆を得る取り組みを行ってきた 

（千葉他、2019）。 
本稿では、アジアにおいて日本と同様に高い大

学進学率を誇る韓国の大学を対象に現地調査を行

った結果について報告する。まず韓国の高等教育

の概況とコロナ禍での韓国の大学の学習環境がど

のようなものであったかを確認したうえで、現地

調査時の施設見学及びインタビュー調査を通じて

得た情報をもとに、コロナ禍を経た各大学におけ
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る学習環境や学習支援プログラムの実態および特

徴を明らかにする。 
 

22..  韓韓国国のの高高等等教教育育のの現現状状  
22..11..  韓韓国国のの高高等等教教育育のの概概況況  

2023 年時点での高等教育機関数は総合大学

190 校、教育大学 10 校、専門大学 133 校、産業

大学 2 校、技術大学 1 校、放送通信大学1 校、サ

イバー大学 19 校、その他の学校 24 校の合計 380
校が設置されている。行政上は日本の文部科学省

にあたる韓国教育省（Ministry of Education）の

所管となる。 
設置主体別にみると国立大学 47 校、公立大学 8

校、私立大学325 校と、私立大学が約 86％を占め

る。大学生数は約 271 万人であるが、深刻な少子

化を背景に 2011 年の 341 万人をピークに年々減

少傾向にある。そのため、大学進学率は 73.3%を

超え、日本や台湾以上に高等教育のユニバーサル

化が進んでいる状況にある。 
高等教育のユニバーサル化が進む一方で、地方

大学や新設大学の定員割れによる経営不振、拡大

した大卒生の就職難などの課題が顕在化しはじめ

た。これらの課題に対応するために 2000 年代に

入ると政府主導による大学構造調整政策が強力に

推し進められた。さらに近年は 2014 年 1 月に発

表された「大学構造改革推進計画」に基づき実施

される「大学基本能力診断」と呼ばれる大学機関

評価の結果をもとに大学への財政支援を行うこと

で、運営上問題のある大学の運営の改善や統廃合

が促されてきた（独立行政法人大学改革支援・学

位授与機構、2019）。そのため各大学では、それぞ

れの評価指標において、その基準を満たすための

取組を行うというサイクルとなっている。学習環

境や学習支援もこれらの評価指標に含まれている

ことから、韓国の多くの大学において学習支援を

担う組織と学習環境整備の取組が積極的に進めら

れてきたと考えられる。 
一方、大学評価に対応する大学教職員の負担の

大きさや評価基準において、大学の特性や地域性

が考慮されていないことへの批判もあり、2015 年

から 3 年周期で続けられた「大学基本能力診断」

は 2021 年の第 3 期をもって廃止となることが決

定し、次期評価においては、新たな評価体系が導

入される予定である。 
 
22..22..  ココロロナナ禍禍ににおおけけるる韓韓国国のの教教育育現現場場－－弘弘益益大大

学学世世宗宗キキャャンンパパススのの事事例例－－  
 新型コロナウィルス感染症（COVID‐19）の流

行により、韓国の教育現場においても急激なパラ

ダイム変化が起こった。対面型オフラインで大部

分行われてきた講義が急遽、非対面型オンライン

に変化したのは韓国でも同様である。こうした現

状は韓国の学習支援にも大きな影響を与えたため、

ここでは韓国の大学の一例として、コロナ禍にお

ける弘益大学世宗キャンパスの当時の状況を紹介

する。弘益大学はソウル特別区新村に本部を持つ

私立総合大学である。世宗キャンパスは 4 つある

キャンパスのうちの一つで、ソウルからKTX（高

速鉄道）で約1 時間の距離にある世宗特別市に位

置する。キャンパスに通う学生数は約 6,000 名で

ある。 
 2020 年 3 月、韓国の多くの大学は例年の 3 月

開講を延期し、充分な準備期間を経ずにオンライ

ン化に対応せざるを得ず、それは弘益大学でも同

様であった。Web 会議システム（Cisco Webex 
Meeting）を用い、リアルタイムで講義を行う同

期型オンライン授業を実施することとなった。例

年より 2 週間遅れで新学期が開始、全ての講義を

遠隔で行うことが原則とされた。 
 講義及び受講生の管理は従来通り大学の LMS
を使用し、2020 年 1 学期の場合、中間テストはオ

ンライン、期末テストは対面で行われた。2020 年

2 学期は中間・期末共にオンライン、2021 年度は

年間を通し中間・期末テストは対面、講義はオン

ラインであった。 
 2022 年 1 学期より 2 年ぶりに対面授業が始ま

ったが、感染した学生も受講可能になるよう同時

型ハイブリッド式で行われ、対面講義参加の場合

は全員マスク着用が原則とされた。2022 年 2 学

期よりマスク着用は個人の自由、及び対面のみ出
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席認定に移行され、基本的にコロナ禍以前の通常

形態に戻った。 
 コロナ禍における対応の一つとして着目すべき

は評価方法の緩和である。評価方法は従来の相対

評価のままではあったが、相対評価における割合

の緩和、学生の要請に応じ Pass 変換（合否で評

定される）を認める制度が一時的に導入された。

なお当初、講義のオンライン化は同期型オンライ

ン授業が原則とされたものの、コロナ禍が長引く

につれ詳細は各教員に委ねられた。筆者の場合、

教養日本語科目を担当していることもあり、対面

コミュニケーションに最も近い形式が同期型オン

ラインであるという認識のもと、オンデマンドは

行わなかった。 
 学生らが当時の状況を如何に捉えていたかに関

し、2023 年 12 月中旬、①オンライン授業のメリ

ットとデメリット、②コロナ禍の大学の対応とし

て印象的な事柄などに関しインタビューをした。 
 学生A（映像アニメーション専攻、2021 年 1 学

期 「教養日本語 2」受講 当時 2 年生)は「通学

時間の短縮になったのは良かったが、学生同士の

交流ができなかったこと、カンニング防止処置と

してテスト中の自分を写すためのカメラ設置など

が大変だった。日本語の授業は先生とのやり取り

はできたが、学生同士で円滑な会話練習は難しか

った。専攻科目では実習ができず、授業が進めら

れていったので大変だった。でも、全体的に成績

が緩和されたのは良かった。」と回答した。学生B
（バイオ化学専攻、2020 年 1 学期「教養日本語

1」／2021 年 2 学期「教養日本語 2」受講 2020
年当時 2 年生）は「家でリラックスして勉強する

ことができたのは良かったが、オンライン講義は

集中できず勉強した感じもせず、音が途中で聞こ

えなかったりして大変だった。日本語の授業は特

に問題はなかったが、専攻の場合は学科の特性上、

実験は必須なのに実験映像を見てレポートを書く

作業のみで不十分だった。成績評価の基準が緩和

されたのは良かったが、講義の内容が自分の頭に

ちゃんと残っていない。」と回答した。 
 別途、学習支援センター（勤務校での呼称は教

授学習支援センター）の担当教員に 2023 年 12 月

中旬、①コロナ禍当時の状況及び対応、②今後の

課題などに関しインタビューを行った。以下にそ

の内容を整理する。 
 コロナ禍では全面オンラインサポートで対応し

たが、2020 年の 1 学期、2 学期共に学生参加率は

減少した。その理由はおそらく Webex の使用に

慣れていないことが背景にあると考えられるが、

2021 年は参加率が増加、現在はまた減少傾向にあ

る。 
 なお、センターは三つの柱を中心にサポート事

業を行っており、第 1 に動画による学習方法及び

教授方法のサポート、第 2に学生向けのライティ

ングサポート、第 3 に自主学習サークルサポート

である。その他、中国人留学生向けのサポートと

して国際交流事業があるが、コロナ禍当時はいつ

留学生の韓国入国が可能になるかわからない不安

定な状況にあり、事業を行うためには報告書の問

題などもあり、サポートができずにいた。現在も

サポートが再開できない状況にある。また地方キ

ャンパスの特性上、オンラインの方が集まりやす

いが、参加率を伸ばすにはどうしていくかが今後

の課題である。 
 大学における講義は前述した通り全面対面に戻

ったが、学習支援センターの活動はコロナ禍以降

の現在もオンライン中心の状況である。コロナ禍

で得られた新しい行動や戦略を今後どのように実

践の糧としていくかが全体的課題であると言えよ

う。 
  
33..  調調査査報報告告  
以下では、2023 年 8 月に実施した現地調査時

の情報をもとに、訪問した 4 つの大学における学

習環境および学習支援プログラムについて、各大

学の特色および特徴的な取り組みを報告する。 
調査対象は、韓国教育省のデータや学習環境に

関する先行研究等を参考に、設置形態および規模

に配慮して選定し、ソウル特別地域内に位置する

国立ソウル大学、私学TOP3 に数えられる高麗大

学、女子大学 TOP の梨花女子大学、中堅私立総
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合大学に位置づけられる世宗大学の4大学に訪問

した。 
各大学では学習支援を担当する教職員へのヒア

リングおよび実際に学習支援に利用されている施

設を見学した。以下、訪問順に報告を行う¹。 
 

33..11..  梨梨花花女女子子大大学学  
 梨花女子大学は、韓国初の女子大学で、1886 年

にキリスト教のアメリカ人宣教師によって創設さ

れた私立大学である。世界ランキング（THE）は、

601-800 位となっている。15 の学部で構成され、

大学院は一般大学院、専門大学院、特殊大学院の

3 つの領域がある。学生数は、2023 年 10 月時点

で 20,189 名（うち、学部生は 14,324 名）、専任教

員数は 969 名となっている。本調査では、Global 
Language Education Office（以下、GLEO と略

記）と100周年記念中央図書館への視察を行った。 
 
33..11..11..  GGlloobbaall  LLaanngguuaaggee  EEdduuccaattiioonn  OOffffiiccee  

GLEO には英語の専任教授と講師、第二外国語

（ラテン語、スペイン語、ロシア語）の教員、デ

ィレクターと3名のアシスタントが在籍している。

GLEO は、すべて英語で行われる教養英語科目を

提供するだけでなく、GLEO マルチメディア実習

室の運用や、ライティングクリニックや英語ラウ

ンジ（Elounge）などの学生向けの支援の運用、教

員向けには校正/修正サービスなどを展開してい

る。今回の視察では、主にライティングクリニッ

クについてインタビューを行った。また、Elounge
を視察した。 
 
33..11..22..  GGLLEEOO ののラライイテティィンンググククリリニニッックク  
 ライティングクリニックは 2001 年 9 月に設立

された。GLEO がキャンパスの中央に設置されて

いる建物の中にあるため、ライティングクリニッ

クも学生がアクセスしやすい場所にある。授業期

間中は月～金の 10:00～17:00 で対応しており、支

援の対象は GLEO で提供している英語の授業を

受講している学部生である。そのため、相談に来

るのは 1・2 年生が中心になっている。 

ライティングクリニックでは、コンサルタント

と呼ばれる大学院生が相談者に対応しており、相

談は 1 回 30 分で、英語での文章作成について韓

国語で対応している。コロナ禍に入り、Zoom を

使ったオンライン対応も始めたが、現在は対面で

の対応を希望する学生のほうが多い。基本的に予

約制になっているが、空きがあれば予約なしでも

対応している。 

図 1 ライティングクリニックの相談スペース 
 
相談では、添削をするのではなく、相談者に質

問を投げかけることで問題を明確にし、必要な対

応を検討する。授業によってはルーブリックなど

の評価が提示されていることもあるので、その際

はそれを確認しながら対応している。相談後、コ

ンサルタントは相談記録をまとめたシートを作成

し、クリニックの担当教員に提出する。相談記録

の内容は授業担当者にもフィードバックされるた

め、授業担当者は学生へのケアや授業内容の検討

に役立てることができる。 
コンサルタントは英語に関する分野を専攻して

いる学生で、訪問時は 7 名在籍していた。彼らは

1年ごとの契約で、週10～12時間程度勤務する。

勤務管理はアシスタントが行っている。コンサル

タントの採用には、ロールプレイングで相談対応

のスキルを確認し、クリニックの担当教員が評価

をする。評価の結果、即採用の場合とトレーニン

グが必要と判断される場合がある。また、コンサ

ルタントには、セメスターの始めに 2 時間半程度

の研修が実施されている。研修では、質問の仕方
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や文法、学生のレポート上の課題をどう修正する

かなどについて、ブレインストーミングやロール

プレイングを行っている。 
個別相談以外の支援として、特にライティング

に関した教材は作成していないが、GLEO のHP
にライティングの際に有用なページのリンクを掲

載するなどの情報提供が行われている。 
 
33..11..33..  GGLLEEOO のの英英語語ララウウンンジジ（（EElloouunnggee））    

Eloungeは学部生が楽しくリラックスしてネイ

ティブの留学生と英語で会話できるように設計さ

れている。チュータリングでは、チューターとの

フリートークや社会問題についてのトーク、

TOEFL のスピーキング対応、ビジネスインタビ

ュー対応などを行っているが、授業での課題への

対応はしていない。対応は 1 回 30 分で、予約制

になっているが、空きがあれば予約なしで対応し

ている。また、英語の雑誌や DVD などの資料が

多く設置されており、資料の閲覧は自由にできる。 

  

図 2 Elounge の様子 

 

33..11..44..  110000 周周年年記記念念中中央央図図書書館館  
 100 周年記念中央図書館は 1984 年に完工し、

1986 年 5 月の創立 100 周年記念日に奉献された

地下 2 階、地上 5 階建ての図書館である。24 時間

利用できる施設として、図書資料や視聴覚資料、

学術データベース、電子ジャーナル、電子書籍な

どを学生に提供している。 
コロナ禍以降、学生に実施したアンケートの結

果を踏まえ、施設を順次リモデリングしている。

アンケートの結果、学生は広いスペースより、個

人的な空間を好むことが明らかになったため、そ

れに合わせて、個人や小グループで学習に取り組

める場所を増設した。その結果、資料を自由に閲

覧できる空間、集中して学習に取り組むための空

間、チームで取り組むプロジェクト活動に利用で

きる空間などが提供されている。 
 例えば、小グループで利用できるクリエイティ

ブスタディルームには、ホワイトボードや大型テ

レビ、ヘッドホンなどが設置されており、図書館

HP から予約をして使えるようになっている。ま

た、DVD などの視聴覚資料を提供するメディア

ステージでは、その場で資料を視聴することがで

きるようになっており、個人でみることもできる

が、授業課題などのためにグループで視聴できる

場所も提供されている。 
  

33..22..  ソソウウルル大大学学  
ソウル大学は韓国のトップ層に位置する国立大

学である。世界ランキング（THE）では、62 位、

韓国国内では1 位となっており、韓国の最高学府

となっている。学生数は 20,273 名、教職員数は

5,802 名であり、15 学部を有している。本調査で

は、教育開発支援センター（以下、ソウル大CTL
と略記）への視察を行った。ソウル大学には教養

教育を担う基礎教育院があり、ソウル大 CTL は

そこに位置付けられる。 
  
33..22..11..  基基礎礎教教育育院院ととソソウウルル大大CCTTLL のの概概要要  
基礎教育院は教育全体を企画する重要な教育機

関となっている。ソウル大 CTL は基礎教育院の

下部組織として、大学執行部からの意向に沿った

活動を行っている。基礎教育院は 1・2 年生の受

講が多い共通教養科目の管轄を担っている。これ

らの科目は基礎教育院の学舎で実施され、下位学

年の学習者が学びやすく使いやすいデザインとな

っている。例えば、アクティブラーニングを実施

しやすいように、定員 20−25 名程度の教室が配置

されている。学習支援に関しては、正課の学習に

対する支援に限らず、学生の心理的な相談に応じ

る支援もある。ここでは学習相談室として、発達

障害等の学生達の相談に対応しており、毎月約 70
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名の学生が利用している。ほかにも学生の書く力

を育むためのライティングセンター（以下、WRC
と略記）が設置されている。ソウル大学ではWRC
での取り組みが充実しているため、次項では

WRC での支援を取り上げる。 
  
33..22..22..  ラライイテティィンンググセセンンタターーににおおけけるる学学習習支支援援  
ソウル大学のWRC は元々独立した組織であっ

たが、現在はソウル大基礎教育院の CTL 内に位

置付けられている。WRC では従来 1 対 1 の個人

相談やセミナーを中心に実施していたが、現在は

より多くの受講生が受講できるプログラムの提供

にも力を入れている。例えば、セミナーの実施、

より効率的に多くの学習者が学べるように動画提

供、全体のための資料開発等を行なっている。 
 相談に応じる場所は基礎教育院の 1F にあり、

6 つの部屋がある。相談をしている様子がわかる

ように、WRC の部屋は外から中の様子が見える

ような工夫がされている 

 
図 3 ライティングセンタ―の相談スペース 

 
 個別相談はコロナ以前は対面のみであったが、

コロナ以後は対面とオンラインで併用して相談を

している。対象者は韓国人の学生と留学生となっ

ている。韓国語を母語とする学生への相談支援の

時間は 1 回 40 分程度、留学生は 1 時間程度実施

している。ライティングの相談は年間 3,500 件で

ある。内訳は1,000 件から1,200 件が授業連携で

あり、それ以外は自主的な利用となっている。ラ

イティングアクロスザプログラムに参加している

学生は教員からの推奨がされてWRC で相談をし

ていることが多い。 
 個別相談の対象者は学期中は学部生が中心であ

るが、長期休業期間に入ると大学院生も利用でき

る。ただし利用回数は 6 回のみになっている。と

りわけ新入生は「初めてのアカデミックライティ

ングをどう書けば良いのかわからない」という不

安感をもっており、その対応が重要であることが

示された。例えば、大学には、ソウル中心部から

学力試験に合格をして入学をした学生と、韓国の

入試システムで農村地域における優秀な学生が入

学した際、能力が異なる場合もある。こうした際

に学生が自律的に学ぶことができるように WRC
では書くことの支援が行われている。 
チューター数は 30 名程度で、大学院生がチュ

ーターとして勤務している。修士課程と博士課程

の院生が勤務しているが、博士課程の院生が中心

である。チューターの中には、1 週間に20 時間働

くチューターが 6 名おり、通常の相談業務に加え

て、大学が主催する作文コンテストの審査など個

別相談以外の業務も担当している。残りのチュー

ターは、オンラインで勤務しており、自宅や他の

場所から相談に対応している。 
WRC は 3 時間程度の研修をチューターに提供

している。研修では講師を招き講義形式でおこな

ったり、実際の学生のレポートをもとに、30 分程

度のケーススタディを実施したりしている。また

チューターがうまくいったケースを選んで、発表

したり、特別な支援が求められるケースを選定し

て、皆で議論したりすることも行っている。 
ほかにもWRC の活動として、優秀なレポート

を表彰する大学主催の作文コンテストを実施して

いる。セメスターの最後に、優秀レポートの公募

をしている。各学期末に提出されたレポートに賞

を出している。最優秀賞、優秀賞、奨励賞がある。

これは学生のモチベーションを上げるために実施

されており、毎回約 150 件の応募がある。 
審査方法としては、スタッフが予備審査を担当

して、30 件に絞った本審査は基礎教育院の教員が

対応している。審査の基準は「主題テーマ、創造
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性、論理的な構成、文章表現力、新規性」などで

ある。学生はレポートを提出する際に、担当教員

の許可を得る必要がある。また教員からコンテス

トへの参加を打診されることもある。教員は選出

されたレポートに倫理的な問題がないのか、剽窃

がないのかについて事前に確認する必要がある。

作文コンテストで表彰されたレポートは冊子とし

て公表される。学習者の間で良い事例が共有され

ることは学生の書く力を向上させるうえで有益な

取り組みだと言えるだろう。 
 
33..33..  高高麗麗大大学学 
高麗大学は、SKY（ソウル大学、高麗大学、延

世大学）と呼ばれる名門大学の一つで世界ランキ

ング（THE）では、201-250 位に位置する私立総

合大学である。学生数は 37,053 名、教職員数は

5,007 名であり、22 学部で構成されている。本調

査では、教育開発支援センター（以下、高麗大CTL
と略記）の視察を行った。 
                

33..33..11..  高高麗麗大大CCTTLL のの概概要要  
 高麗大 CTL は、教授学習法の研究開発や支援

を通じて、社会のニーズに応えるグローバルリー

ダーを養成することを目的に、2003 年に設立され

た。FD や学習支援を担当する教授・学習支援部

門、MOOC や学内の ICT を管理・運営する遠隔

教育部門の 2 部門体制で運営されていたが、2023
年9月にコンテンツの制作を担う教育メディア支

援部門が設立され、現在は 3 つの部門で構成され

ている。高麗大CTL には、19 名の専任教員と助

手など合わせて約 30 名の教員が在籍している。 
 
33..33..22..  高高麗麗大大CCTTLL のの学学習習支支援援ププロロググララムム  
高麗大 CTL では、学部生および大学院生を対

象に4つの学習支援プログラムが展開されている。

具体的には、ピア・チュータリング、協働プロジ

ェクト、自己主導型学習プログラム、アカデミッ

クコーチングである。なお、高麗大学では、ライ

ティング支援も実施されているが、別組織が担っ

ている。以下では高麗大 CTL が実施している 4

つのプログラムについて紹介する。 
1 つ目のピア・チュータリング（Korea 

University Peer Tutoring:通称KUPT）は、主に

基礎科目の学習に課題を抱える学生の支援を目的

に実施されている。あらかじめセンターによって

指定された基礎科目や学生から要望があった科目

のチュータリングや英語学習に特化したチュータ

リングが行われている。実施方法にはいくつかあ

り、基本的には、学期ごとに該当科目のA 以上の

成績を修めた学部生チューターが、科目ごとにコ

ースを開設し、参加したい学生を募って実施して

いる。また、学生がサポートを受けたい科目を申

請してセンターがチューターをマッチングして実

施する場合や、同じ科目を履修する学生がグルー

プを作って申し込み、学生同士で相互に教え合う

場合もある。この他に、数は少ないが、留学生委

員会や、成績不振者や配慮を要する学生を支援す

る委員会の要請によって行われる場合もある。各

チューターは、1〜4 名程度の学生を受け持つ。所

定の時間（12 週間 20 時間以上）活動すると、活

動支援金（75 万ウォン）と修了証が支給される。

また、チュータリングを受けた学生には、活動参

加証明書が発行される。2023 年度は、予算の都合

上、計 30 コースを上限に実施された。またこの

他に、大学院生を対象にしたチュータリング

（KUPT＋）も実施され、9 コース開設されてい

る。 
2 つ目は、協働プロジェクト（Collaborative 

Projects）である。その中でも CCP（Creative 
Challenger Program）は、15 年間続いている人

気のプログラムである。CCP では、学生自らが設

定したテーマについて、チームで 9 ヶ月間プロジ

ェクト活動を行う。毎年参加希望者が多いため、

年度はじめに募集、選抜を行う。本年度は、16 チ

ーム約 100 人の学生が選抜された。選考は、参加

する学生の学年や専攻、成績などは問わず、プロ

ジェクトのテーマや実現可能性を考慮して行われ

る。採択されたチームは、中間レポートの提出や

年度末の成果報告会での報告をする必要があり、

センターの教員が適宜助言をしている。それ以外



― 120 ―

関西大学高等教育研究　第15号　2024年３月

にも各テーマに近い専門分野の教員に学生が自ら

頼み、助言をしてもらうこともある。また最近で

は、企業が参画するようになり、企業の寄付金に

よって進められているプロジェクトもある。 
3 つ目は、自己主導型学習（Self directed 

learning）プログラムである。このプログラムで

は、タイムマネジメント、目標設定、プレゼンテ

ーションなどの学習スキルのセミナーを外部講師

を招いて実施している。また、各学科の優秀な学

生にノートの取り方などの学習方法やノウハウを

紹介する動画を有償で制作してもらい、新入生向

けの授業のオンデマンド教材として使用している。 
4 つ目は、アカデミックコーチングである。こ

のプログラムでは、学生の学業の成功と学生生活

の適応のための支援を、個人またはグループ単位

で行っている。コーチングの内容は、履修支援や

生活全般にわたっているが、新入生に対しては、

大学適応に関するコーチング、4 年生に対しては

進路に関するコーチングを行うことが多い。また

特定の科目に対する支援も行っており、例えば、

数学が苦手な学生には、それに対応できるコーチ

をマッチングしている。コーチは、CTL が開講し

ている養成講座を受講した大学院生や心理学専攻

の大学院生が担っており、所定の研修や実習にす

べて参加すると、奨学金支給（20 万ウォン）と修

了証が受け取れる。本プログラムは、毎年 300～
400 人が利用し、コロナ禍以前から需要が高い状

況が続いている。スタッフによると、「相談」や「支

援」ではなく「コーチング」という名称にしたこ

とにより、学生の心理的ハードルが下がったこと

が利用者が増加した要因であるという。現状の学

生コーチの人数では対応しきれないため、一部は

外部業者に委託しており、こうした高い需要にい

かに対応するかに加え、支援の質の向上が課題で

あるという。 
このように、高麗大学では、学生同士の学び合

いや学生の自立的な学習を促すプログラムが多く

実施され、どのプログラムも利用者が多い状況で

あった。「高麗大学はもともと主体的な学生が多く、

学生同士の自主的な学習グループが上手く機能し

ている。CTL の役割はそうした学生をサポートす

ることである」というスタッフの言葉が印象的で

あったが、こうした主体的な学生の気質や大学の

文化に加え、学習支援プログラムに参加すること

が有益であると学生自身が実感していることも利

用者が多い要因であると推察される。 
  
33..44..  世世宗宗大大学学  
 世宗大学は、京城人文学院、ソウル女子学院を

起源とし、1987 年に総合大学となり世宗大学に改

名し現在に至っている。世界ランキング（THE）

は、251-300位となっている。11学部で構成され、

大学院は 7 研究科がある。学生数は、2023 年 4 月

時点で 15,495 名、専任教員数は 555 名となって

いる。本調査では、創造教育開発研究所の組織の

ひとつである教授学習開発センター（以下、世宗

大CTL と略記）への視察を行った。 
 
33..44..11..  教教授授学学習習開開発発セセンンタターーのの概概要要  
創造教育開発研究所には世宗大 CTL をはじめ

とし、カリキュラム評価センター、世宗MOOC セ

ンター、比較・統合支援センターの 4 部門が組織

されている。今回訪問した世宗大CTL は、大学教

育の質を向上させるため、教育・学習に関する専

門的な研究・支援プログラムを運営する部門とし

て展開されており、現在 11 名のスタッフで運営

されている。センターの主な活動は、教授支援と

学習支援に分かれている。教授支援はソウル大学

をはじめとした他大学での動きを受け、支援が開

始された。反転学習やPBL の支援、教員向けセミ

ナーを行うほか、授業コンサルティングなど支援

は多岐に渡る。 
 また学習支援では、基礎学力向上、意欲の向上

を目指し、多様なプログラムが実施されている。

ライティングサポートは他部門が担っており、世

宗大CTL との連携は現時点では行っていない。 
 
33..44..22..  学学習習支支援援のの概概要要  
世宗大 CTL の学習支援では、主に学部生を対

象として、基礎学力の向上と意欲の向上を目的に、
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アカデミックコーチングやクリエイティブ・シェ

アリング・チュータリングをはじめ 9 つのプログ

ラムを提供している。世宗大CTL では、特に成績

不振学生に対する支援を重視しており、警告が出

るような学生には別のプログラムを実施している。

さらに、学生支援課と連携して、悪い成績を取っ

た学生は、プログラムへの参加により再度履修で

きるようになる等の支援をしている。コロナ前に

比べ、成績不振者が増加したこともあり、プログ

ラム参加者は拡大傾向にあるという。以下では特

徴的であったチューターの選考や、奨学金制度に

紐づくマイレージシステムとの連携について紹介

する。 
 
33..44..33..  学学部部生生チチュューータターーにによよるる支支援援  
学習支援プログラムのひとつ、「クリエイティ

ブ・シェアリング・チュータリング」は、専門科

目の内容に精通した学部生チューターが、学習困

難を抱える留学生や編入生などのチューティーを

教え、支援する協同学習プログラムである。 
 チューターは自発的に登録しコースを設置する。

人数が多い場合は、成績が低い学生を中心に選考

され、1人のチューターに対して4人程度の学生、

2023年度前学期には70コースが運営されたとい

う。対象は新入生、成績不振者、復学者などであ

る。チューターは前学期にA 以上の成績で対象科

目を修了した者、または前学期に総合GPA４.0 以

上で修了し、担当教員の推薦・承認を受けた者が

対象となる。 
 この活動の際、チューターはチュータリングに

関する計画書を作成し、活動記録を提出する必要

がある。また、チューターの育成として、最初に

1 時間程オリエンテーションを受け、中間期にも

1 時間程度のミーティングを実施する。 
 このプログラムは単位外のプログラムであるが、

チューターは奨学金およびマイレージが与えられ、

参加する学生にもマイレージが貯まり、加えてチ

ューターからノウハウを聞くことができる。この

プログラムは、当初なかなか参加人数が増えなか

ったが、教員が編入生や留学生へ参加を促し、次

第に定着するようになった。 
 
33..44..44..  比比較較学学ママイイレレーージジ奨奨学学金金制制度度 
世宗大学では、比較学カリキュラムの活性化を

図るため、2019 年度から比較学マイレージ奨学金

制度Comparative Mileage Scholarshipを実施し

ている。この制度は全学的なものであり、課外イ

ベントに参加した学生には、プログラムごとに付

与されたマイルが自動的に付与され、比較研究プ

ログラム修了で蓄積したマイレージに応じて奨学

金が授与されている。 
 CTL が提供する学習支援の各プログラムもま

た、このマイレージ制度の対象となっている。マ

イレージ対象となるイベントは、CTL 側で決定し

ている。学習支援プログラムは、これまで学部毎

に周知を行っていたが、このマイレージ制度を始

め、学生への周知が行き届くようになった。 
 以上、世宗大学で提供されている学習支援や、

全学的に導入されているマイレージ奨学金制度を

紹介した。上述の通り、プログラム設置当初は利

用数も少ない傾向にあったものの、次第に定着し、

特にコロナ禍を契機とした成績不振者の増加に伴

い、支援ニーズは非常に高まっている。また、チ

ューターによる学部生の自主的な活動も活発に行

われていることが伺えた。日本の大学でも、スタ

ディグループ等が導入されている事例はあるが、

韓国のように自発的な動きに対して支援をする仕

組みは十分ではない。また、世宗大学において、

これらの学習支援プログラムが全学的に展開でき

ている背景には、マイレージ制度との連動もある

だろう。このような奨学金制度との連携も、学習

支援を全学的に展開する上で重要であるといえる。 
 
44..  おおわわりりにに  
 本稿では、韓国の高等教育の概況とコロナ禍で

の韓国の大学での学習環境の変化を実際に体験し

た立場から振り返ったうえで、現地調査を通じて

得た韓国の高等教育機関における学習環境や学習

支援プログラムの実態及び特徴について、それぞ

れの機関の特色を踏まえながら論じてきた。 
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  いずれの大学においても学習支援を担う組織

が明確な役割をもって組織の中に位置付けられて

おり、組織的かつ体系的な学習支援が行われてい

た。これは先述した通り 2000 年代初頭より進め

られてきた政治主導による大学評価の評価基準に

対応してきた結果であるといえよう。また韓国の

大学では、2022 年度に入ると正課の授業自体はほ

ぼ対面に戻ったものの、学習支援については変化

した学生の学びのスタイルに合わせて、依然とし

てオンラインでのサービス提供も行われている。

今回訪問した機関でも、対面での活動と並行して

オンラインのメリットを生かした支援が維持され

ていることも確認できた。 
 呑海他（2013）が 2012 年に行った韓国の大学

図書館を対象とした学習支援空間に関する調査で

は、韓国の大学図書館は「インフォメーション・

コモンズの段階にとどまっており、学生の学習を

直接支援するラーニング・コモンズの段階には至

っていない。」ことが指摘されていた。今回の調査

を通じて、10 年間の間に学習支援環境をとりまく

状況の変化とともに直接的な学習支援の機能が図

書館外ではあるが、キャンパス内に実装されてい

る状況が確認できた。 
 大学基本能力診断評価に代わる次期の大学評価

においては、画一的と言われる評価指標の見直し

が予定されていることもあり、今後はより各大学

の特性を反映した特色ある学習支援環境の整備が

進められると考えられる。今回叶わなかったソウ

ル以外の地域の大学の取組も含めて、引き続き注

視していきたい。 
  
註註  
¹各大学の情報は訪問時に聞き取った情報と、以下

の各機関のウェブサイトの情報をもとに記述して

いる。 
梨花女子大学 
https://www.ewha.ac.kr/ewhaen/index.do（2023
年 12 月 31 日） 
ソウル大学 
https://en.snu.ac.kr/index.html（2023年12月18

日） 
高麗大学 
https://www.korea.edu/mbshome/mbs/en/index.
do（2023 年 12 月 20 日） 
世宗大学 
http://www.sejong.ac.kr/（2023 年 12 月 31 日） 
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「「心心のの健健康康教教育育」」講講義義シシララババススににつついいててののテテキキスストト分分析析――――学学生生相相談談のの視視点点かからら  

AA  TTeexxtt  AAnnaallyyssiiss  ooff  tthhee  LLeeccttuurree  ssyyllllaabbii  ffoorr  ““MMeennttaall  HHeeaalltthh  EEdduuccaattiioonn””::    
FFrroomm  aa  VViieeww  PPooiinntt  ooff  SSttuuddeenntt  CCoouunnsseelliinngg  

  

嶌頭寛之（関西大学学生相談・支援センター 心理相談室） 

Hiroyuki Shimazu (Kansai University, Student Counseling Rooms) 
  

要要旨旨  

  公認心理師業務の 1 つに心の健康教育が定められている。本論の目的は心の健康教育が学生

相談においても重要な実践であるにもかかわらず、大学院における指導が不十分である理由を明

らかにすることである。本論は、心の健康教育についての理解が前提となるカリキュラム検討時

点から曖昧である可能性を指摘し、心の健康教育を扱った講義シラバスについてのテキスト分析

を行った。結果、心の健康教育とは、①健康心理学の知見や医学分野での実践モデルを基盤とし、

②教育や産業領域で既に行われてきた心理教育的アプローチも踏襲するもの、と説明された。訓

練の目的として「実践できること」が重視される一方で、教授法についての指導が行われる様子

は確認できなかった。最後に今後の課題として養成課程に教育学の知見を組み込む必要性を提案

している。 

 

キキーーワワーードド  心心のの健健康康教教育育、、テテキキスストト分分析析、、学学生生相相談談、、公公認認心心理理師師養養成成課課程程  ／／  MMeennttaall  HHeeaalltthh  
EEdduuccaattiioonn,,  TTeexxtt  AAnnaallyyssiiss,,  SSttuuddeenntt  CCoouunnsseelliinngg,,  TTrraaiinniinngg  PPrroocceessss  ooff  CCeerrttiiffiieedd PPuubblliicc  
PPssyycchhoollooggiisstt  
 

11..  ははじじめめにに  

11..11..    学学生生相相談談ににおおけけるる心心のの健健康康教教育育のの実実践践  

 学生相談は「高等教育機関の教育的使命の達成

にとって必要不可欠な要素（日本学生相談学会、

2013）」として位置づけられる。学生相談の役

割の中でも本論では「教育活動」、つまり公認心

理師業務における「心の健康教育」を取り上げる

1。心の健康教育は「もって国民の心の健康の保

持増進に寄与することを目的とする（公認心理師

法第一条）」とあることから、こと学生相談にお

いては来談する学生だけではなく、在籍するすべ

ての学生が対象であるといえる。学生相談室で実

施されている心の健康教育には、アンガーマネジ

メント（河村・香川、2021）やアサーション・

トレーニング（瀬古・香川、2022）といったス

キル訓練などがあげられる。その担い手について

は、「心理学の専門性に基づき、学生の心理的問

題などの学生生活上の悩みの相談にあたることを

業務としている教職員」とされ（杉江他、2022、
p.56）、ここでいう「心理学の専門性」を有する

者の多くは、公認心理師等の資格をもった「心理

臨床家」と考えてよいだろう。 

 本邦における心理教育的アプローチは、アサー

ション等のスキル訓練が予防的な意味合いを持っ

て導入されたことに端を発する（武田、2006）。

しかしこれらの実践は、心理臨床家ではなく一部

の意欲的な教員が担い手になったとされる。武田

がレビューを行った当時、いくつかの単発的な心

理教育的アプローチが試みられているに留まり、

概念的にまとまりをもった実践は、公認心理師等

の今後の実践に期待されている。 

以下の議論は心理臨床家の中でも公認心理師に

限定したものになるが2、その養成課程において

「心の健康教育に関する理論と実践（以下、「理

論と実践」）」が大学院での必修科目として定め

られている。しかし養成過程カリキュラム上に明
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文化された一方で、岡村（2022）は「理論と実

践」の指導に割かれる時間が、実際に現場で求め

られる専門性の度合いに比べて少ないこと、特に

実践経験が不足していることを指摘している。 

 

11..22..  ななぜぜ指指導導はは不不足足すするるののかか？？：：本本論論のの仮仮説説 

本論では、指導が不十分であるという課題は、

単に心の健康教育の実施が難しいという質的な理

由や、訓練期間の不足という量的な問題によるも

のだけではなく、心の健康教育が持つ特殊な位置

づけに起因するのではないかと考える。具体的に

は、「心の健康教育とは何か」という前提の共通

認識が不十分である可能性を検討する。その根拠

として、公認心理師養成カリキュラム検討会での

議論（厚生労働省、2017a、2017b）があげられ

る。カリキュラム検討会では、カウンセリング等

の実践とは異なり、「心の健康教育」については

その位置づけが問われている。 

以下、カリキュラム検討会の具体的な発言から

議論の流れを整理する。議論は第７回の検討会に

始まり、沢宮構成員が「心理的アセスメント」

「心理的援助」「関係者への心理的援助」「心の

健康教育」の4つの業務に対応する形でそれぞ

れ独立した科目を定めるべきという考えを示した。

この指摘を受けて北村座長や構成員の増田、川端

は、学校場面や地域で心理臨床家が心の健康の重

要性を説く場面があることは認めつつも、講義に

かける時間や資格取得要件に含まれる単位数を増

やしたくないという事情もあって心の健康教育を

扱う講義を新たに設定することに難色を示した。

指導のために独立した科目を設けるのではなく他

の科目の中に組み込んではどうかという考えを受

けて議論は一度まとまり、第 8回の検討会では

関係者への心理的援助を扱う科目の中で心の健康

教育を指導する試案が提示された。しかし、沢宮

の「やはり独立した科目で設定すべき」という反

対を受けて議論は続行され、最終的には心の健康

教育を扱う科目が独立した科目として認められた。 
以上のカリキュラム検討会での議論の様子から

も分かるように、4つの業務の中で唯一「心の健

康教育」の位置づけは曖昧で定まっていない。そ

して心の健康教育の重要性については多くの構成

員が認めていたものの、具体的にどのような活動

が心の健康教育にあたり、何が理論的な基盤にあ

るのかについては詳細には触れられていない。議

事録上の発言として確認できるものとしては、

「地域や学校での母親たちへの教育というかレク

チャー」「例えば生徒に対して、いじめについて

問題を心理教育するというような場面」といった

過去の実践例であったり、「お話がうまいですよ

ね、心理士の人は」といった体験に留まっている。 

これらの発言にも見られるように、体系化され

た教育法や理論というよりも、これまで専門家の

器量に委ねられてきた個別の講演・セミナーのよ

うなものを心の健康教育の実践イメージとして共

有しながら議論が積み重ねられたようである。こ

れは、先述した武田（2006）が指摘する「いく

つかの単発的な心理教育的アプローチが試みられ

ているに留まり、概念的にまとまりをもった実践

は見られない」という状況を繰り返してしまって

いるとも言える。そこで心の健康教育への理解の

曖昧さが実際の養成課程における指導不足に繋が

っている可能性を考慮し、前提として心の健康教

育の位置づけ、どのように理解されているのかに

ついて検討する必要がある。 

 

11..33..  目目的的  

 以上の議論を踏まえ、「理論と実践」の講義シ

ラバスを材料にテキスト分析を用いた検討を行う。

具体的には公認心理師養成課程において、①「理

論と実践」において受講者がどのような指導・訓

練を受けているのか、②そもそも心の健康教育は

どのように理解されているかを明らかにする。  

  

22..  方方法法  

 各大学のWebシラバス公開画面から検索し、

全国の大学院から「理論と実践」の講義シラバス

を入手した。2021年時点 3で公認心理師養成課

程が設置されていた 179の大学院を調査対象と

した。 
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入手したシラバスから、「到達目標」、「講義

概要」、「講義目的」、「講義計画」に関する情

報を抽出し、KHコーダーを用いたテキスト分析

（樋口、2020）を行った。  

 

33..  結結果果  

33..11..  入入手手ししたた講講義義シシララババススににつついいてて  

179校を対象にシラバスの収集を行った結果、

163校からシラバスを入手できた。複数の大学院

で同じシラバスが掲出されているものや、1つの

大学院で複数講義が該当したものもあり、最終的

に入手できたシラバスは 165件であった。 

 

33..22..  到到達達目目標標ののテテキキスストト分分析析  

シラバス 165件中 136件で到達目標の記載が

見られ、合計で 415 件の到達目標データを得た。

KHコーダーによるテキスト分析を実行したとこ

ろ、分析対象として使用される語数は、総抽出語

数 4290、異なり語数 625であった。抽出語から

共起ネットワーク図を作成したところ 8のサブ

グラフが得られ、それぞれについて読解可能にな

るように解釈を施した（表 1）。 

 

表 1 到達目標テキストについての解釈 

1 学校領域や精神保健領域といった現場におけ

る、心の健康教育の具体的な活動内容や重要

概念、また社会的課題についても学び、実践

に必要な技法を習得する。 

2 心の健康教育の理論を学び、必要な知識・ス

キルを身につけることで、自分自身でも実践

できるようになる。 

3 実際に行われている健康教育についての視点

を持ち、支援計画やプログラムの立案と実施

ができる。 

4 心の健康教育の対象となる臨床心理の問題、

たとえば発達障害についてなどを知り、その

対処方法を考える。 

6 予防教育の介入を学ぶ。 

7 ストレスマネジメントやストレスに関連した

健康心理学の知見を学ぶ。 

8 心の健康の維持・増進に必要な支援方法を学

ぶ。 

番号はサブグラフの順に対応し、下線部は共起ネ

ットワーク図に登場した語を示す。 

33..33..    講講義義概概要要・・目目的的ののテテキキスストト分分析析  

シラバスによっては、講義概要または講義目的

の項目がなかったり、講義概要の中に「……する

ことを目的とする」といった文言があったりと、

両者を明確に区別する基準が見られなかった。そ

こで、概要と目的を一つのテキストデータに統合

して分析した。合計で 206件の講義概要・目的

データについてKHコーダーでの分析を実行し

たところ、使用される語数は、総抽出語数 10018、
異なり語数 1325であった。作成した共起ネット

ワーク図をもとに解釈文を作成した（表 2）。11
のサブグラフが得られ、そのうち 3語以上が共

起した 4 つのサブグラフについて解釈を行った。

なお、サブグラフ 1は共起語が多く文意を保っ

たまま読解することが困難であったため、本文に

おける文脈と共起ネットワーク図での語の結びつ

きに基づいて 1a と 1b の 2 つに分けて解釈した。 

 

表 2 講義概要・目的テキストについての解釈 

1a 学校の授業場面における実際の取り組みな

どを例に、現代社会で必要になる健康教育

の知識・理解を深め、実践を行うことがで

きるように学ぶことを講義の目的とする。 

1b 保健医療、福祉の領域(分野)における具体

的な臨床心理学の支援を学ぶ。 

2 公認心理師の専門的業務の1つである心の

健康教育を扱う科目である。心の健康教育

は、「心の健康に関する知識の普及を図る

ための教育及び情報の提供を行うこと」と

いう、個人への援助とは異なる地域臨床に

根差した実践である。 

3 予防に関するトピックは重要な問題であ

る。 

5 心身の健康の維持・増進。 

番号はサブグラフの順に対応し、下線部は共起ネ

ットワーク図に登場した語を示す。 

 

33..44..  講講義義計計画画ののテテキキスストト分分析析  

 講義計画は、第 1回から第 15回までの各回の

記述 1つ 1つをデータの単位とみなして集計し

た。結果として、2145件の講義計画データが得

られた。また外部変数として、講義回数と講義期

間の 2つの時系列変数を設定した。KHコーダー

での分析を実行したところ、総抽出語数 18443、
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異なり語数 1786 が分析対象となった。講義回数、

講義期間を外部変数に取り込んで対応分析を行っ

たところ、第1回に「オリエンテーション」、第

15回に「まとめ」という語句が頻出したため、

講義内容を知るための分布を正しく把握すること

ができなかった。そこで第1回と第 15回を除外

して対応分析を実行した（図 1）。  

 得られた対応分析の図をもとに、軸の解釈を行

った。第 1成分（横軸）は、右側に「基礎」、

「モデル」、「健康心理」という語が、左側に

「事例」、「プログラム」や、実践が行われる領

域を意味する「産業」、「家族」が見られたため、

学問的基礎－実践的応用の軸と理解した。第 2
成分（縦軸）は、「子ども」、「スキル」、「依

存」などの心の健康教育の具体的な内容が上側に

集まった。対して下側には「研究」、「健康心理」

など心の健康教育を大枠で捉える語句が見られる

ことから、各論－総論の軸と理解した。 

 

 

 

44..  考考察察 

44..11..  「「理理論論とと実実践践」」のの指指導導：：テテキキスストト分分析析かからら 

テキスト分析の結果、指導を通じた最終目標と

して「実践できるようになること」が強調された。

「必要な知識・スキルを身につけることで、自分

自身でも実践できるようになる（目標 2）」や、

「知識・理解を深め、実践を行うことができるよ

うに学ぶことを講義の目的とする（概要・目的

1a）」とあり、一貫して「実践」を重視する姿

勢が見られる。身につけるべき知識として「支援

計画の立案（目標 3）」や「ストレスマネジメン

ト（目標 7）」が示唆された。ただし指導方法全

体が「知識・スキルを身につける」といった知的

理解に偏重しており、実践経験不足の一因に繋が

っている可能性は否定できない。 

 

44..22..  心心のの健健康康教教育育ととはは何何かか：：対対応応分分析析かからら  

テキスト分析では「公認心理師の専門的業務の 1
つ（概要・目的 2）」であるという公認心理師法

を引用した理解に留まった。「理論と実践」でど

のような内容が扱われ、受講生にとって心の健康
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教育がどのように受け止められるべきかについて

は、講義計画を見る必要がある。講義計画の対応

分析は、学問的基礎－実践的応用と各論－総論で

表現され、時系列プロットは横軸を右から左へ移

動するにつれて、逆U字型に配置されている。 

以下、それぞれの講義期間に注目して考察を進

める。「前期」は学問的基礎と総論の領域（右下）

に位置づけられた。周囲に配置された語句に注目

すると、導入として健康心理学の概論や基礎とな

るモデルについての講義が設定され、医療領域や

精神保健領域を示す語句も見られた。心理教育的

アプローチには、教育分野での系譜と医療分野で

の系譜がそれぞれ存在する（西村、2010）が、

「理論と実践」においては医学分野に関する指導

が中心になって総論が展開されているといえる。 

教育分野での実践は中期以降に各論として位置

づけられ、関連する語の中にいわゆる教授法や学

習法は確認できなかった。ストレスマネジメント

など心の健康教育として扱う「内容」についての

知見ではなく、「いかにその内容を伝えるか」と

なると、教育学あるいは教育心理学の豊富な知見

を取り込むことが望ましい。具体的には、発達障

害に配慮した説明の工夫（島田、2007）やアクテ

ィブ・ラーニング等による学習について理解を深

めておくことが、将来の実践のため有用だろう。 

中期は、各論の領域（上側）に布置された。こ

の時期には産業や子どもといった語が見られ、教

育・産業領域の実践が扱われている。心の健康教

育はこれまで各領域で実践されてきた心理教育的

アプローチを素直に踏襲する形で指導する傾向が

あるといえる。特に教育領域に関しては、冨家

（2021）が論じているように小学校から高等学校

までの間に体験している可能性があり、受講生に

とってもイメージがしやすい工夫になっている。 

しかしこの受講生は将来の実践者でもあるとい

う観点に立ち返ると、従来のアプローチを無批判

に受け入れるだけでは不十分である。理由の１つ

として、受講生が過去に経験しうる学校場面での

実践は、武田（2006）が指摘するように教員によ

って実践されていた可能性が高い。教員による実

践像も参考にはなるが、それだけでは心理臨床家

として期待される役割には一致しない。自身が心

の健康教育の担い手になるだけではなく、むしろ

学校全体と連携を取りながら直接の実施者である

教員を後方から支援する役割（山蔦、2020）に

ついても視野に入れておくことが重要である。こ

の観点から対応分析の図を改めて眺めると、「連

携」や「協同」といった語が不足しており、ここ

に養成課程の改善点を指摘できる。 

最後に第 12回、第 13回と後期のプロット付

近には発表課題やプログラム実施といった語句が

見られることから、この時期はどの大学院でも成

績評価のために時間が割かれる傾向が伺える。 

 

44..33..  ままととめめ：：今今後後のの課課題題点点とと本本論論のの限限界界  
本論は、公認心理師養成課程における心の健康

教育の指導が不十分ではないかという批判につい

て、心の健康教育そのものについての理解が曖昧

である可能性を指摘し、①「理論と実践」の受講

者はどのような指導を受けているのか、②そもそ

も「理論と実践」において心の健康教育はどのよ

うに理解されているかの 2点を明らかにするこ

とを目的とした。 

まず講義の目標・目的としては第一に「実践で

きるようになること」が強調されており、少なく

とも質的には、現場での実践にあたって苦労しな

い指導が目指されている。そして講義内容の分析

から、心の健康教育は健康心理学の知見や医学分

野での実践モデルを基盤とする性格が確認できた。 

また対応分析の結果から、各領域で既に行われ

てきた心理教育的アプローチを踏襲する傾向も確

認できた。教育分野への言及は見られたものの、

いわゆる教授法についての記述は確認できなかっ

た。教授法に関して、山蔦（2020）は対象者の

もつ様々な特性やニーズに対応するために、教育

学、教育心理学の知見を蓄えることが必要である

と論じている。具体的な指導のための取り組みと

して、冨家（2021）が提案するように学校教育

で一般的に行われている教育計画や指導案を作成

する経験を積むことも、心の健康教育の実施者に
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とっても有意義なものといえるだろう。 

最後に、本論は養成課程で公開されているシラ

バスを利用したテキスト分析であり、研究法上の

限界がある。それはシラバスの性質上、養成課程

全体での概観を把握するに留まるという制約があ

り、それぞれの講義において実際に行われた指導

についての議論は、講義担当者や受講生の報告が

待たれる。また本論では、教育学・教育心理学の

知見を学ぶことの必要性を示したが、具体的にど

のような知見があれば、効果的に心の健康教育の

訓練と将来的な実践を向上させることができるの

かについては、引き続きの検討が求められる。 

 

註註  

1本論では公認心理師の実践については「心の健

康教育」、文脈に依らないより広義の実践として

は「心理教育的アプローチ」に統一して記す。 

2本論は大学院養成課程におけるカリキュラムに

基づいた分析であるため、その視野は公認心理師

養成に限定している。 

3公認心理師に独特の事情として、2022年以前の

大学院入学者、および現任者に対する経過措置が

ある。そのため、現在業務にあたっている公認心

理師が経験した養成課程を検討するために、

2021年時点で入手できた資料を用いた。 
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生生成成 AAII にによよるる英英語語教教育育のの可可能能性性  
AA  SSttuuddyy  ooff  tthhee  PPootteennttiiaall  ooff  EEnngglliisshh  LLaanngguuaaggee  EEdduuccaattiioonn  wwiitthh  GGeenneerraattiivvee  AAII  

  
吉田信介（関西大学研究推進部） 

Shinsuke Yoshida (Kansai University, Division for Research Promotion & Development) 
 

要要旨旨  
生成 AI（Chat GPT）を活用して、4 種類の教材を作成した。それらは、1）AI 家庭教師、2）プ

ログラミングコードの作成、3）漫画 アニメなど画像と関連させた学習、4）ディベート（論点の明

確化と両者が合致できる折衝点の提案）である。その過程において、AI を活用することで、ICT が

授業に与える影響の指標である SAMR モデルにおける「変革: Modification」、すなわち、授業デザ

インが変容し、新たな学びの実践へ向かうことで、個別最適な学びや、協働的な学びの実現に近づ

くことができる可能性がみえてきた。 
 

キキーーワワーードド  生生成成 AAII、、CChhaattGGPPTT、、AAII 家家庭庭教教師師、、ププロロググララミミンンググ自自動動作作成成、、デディィベベーートト自自動動作作成成  ／／  
GGeenneerraattiivvee  AAII、、CChhaattGGPPTT、、AAII--ttuuttoorr、、AAuuttoommaattiicc  PPrrooggrraammmmiinngg、、AAuuttoommaattiicc  DDeebbaattee  

  
11..  ははじじめめにに  
第 4 次 生成AI ブームが到来し、誰もが使え、

日々の業務や生活を劇的に変化・効率化させるこ

とが可能となりつつある。この新しい文明の利器

を使うかどうかで、個人・企業・国家の競争力が

左右される真の AI 時代の幕開けがきたといえよ

う。生成AI にできることは多岐にわたる。すなわ

ち、「高度化」では、今までできなかったことがで

きるようになり、仕事の品質が高まる。「効率化」

では、仕事の量を減らし、時間を短縮でき、その

分を他の業務にあてることができる。本稿では、

代表的なものとしてChatGPT をとりあげる。 
 
22..  CChhaattGGPPTT がが行行っってていいるるこことと  

AI が行っていることは、「どこの情報をどのよ

うに使うか自体を学習でき」、「次の単語を予測す

ることだけ」である（松尾、2023）。そこから、

ChatGPT の知能を、52 人の心理学者による知能

の定義を元にして、推論し、問題を解決し、抽象

的で複雑な思考を行い、迅速な考えと経験からの

学習ができるとしている（吉田、2023）。 
 
33..  CChhaattGGPPTT がが教教育育にに与与ええるる影影響響  

吉田（2023）によると、ChatGPT は、評価や

カリキュラムの変革をもたらし、個別チューター

や個別教材による学習プロセスを支援し、授業案・

アイデア・プロンプトの創意工夫による教員の授

業支援に大きな影響を与えるとしている。更に、

AI リテラシー教育のニーズが高まり、AI を活用

するにあたって、高次な認知能力や、マネジメン

ト力、および専門性が重要になってくると予測し

ている（吉田、2023）。 
 
44..  CChhaattGGPPTT ににででききるるこことと  
松尾（2023）は、今までの AI では不可能であ

ったことが可能になりつつあるとして、感想文を

執筆する（大学生・小学生レベルの文体の書き分

け）、コールセンターのオペレーターになりきって

対話文を生成する、ディベートを生成し、論点の

明確化と折衝点の提案ができる、文脈指定による

アウトプットの文体の書き分ける翻訳ができる、

簡単な指示でプログラミングを行う、としている。 
水本（2023）では、一問一答ではなく、過去の

やり取りを参照した経時的な対話が可能であるこ

とを指摘し、「前の質問への回答をもっと優しい表

現で言い直してください」と指示することが可能
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であるとしている。また、命令に対する出力結果

が多様であり、それらは、様々な言語（外国語・

プログラミング言語）への変換ができ、更に、プ

ロンプトを工夫することで、長文要約、要点抽出、

問題作成ができ、アウトプットも箇条書き形式、

表形式を調整できるとしている。具体的な活用方

法として、単語を指定して関連したテキストの作

成、ライティングへのフィードバック、ダイアロ

グとモノローグの相互書き換えをあげている。 
中林（2023）は、単語帳で表を作る、資料から

新出単語をリストアップする、単語からショート

ストーリーを作る、チャットで会話する、音声会

話をする、発音練習をする、瞬間英作文トレーニ

ングをする、ライティングの練習問題を作らせる、

ライティングを添削らせる、ことを具体的にホー

ムページ上で公開している。 
 吉田（2023）は、読書感想文の作成、レポート

の作成、AI 家庭教師、シラバスの作成、選択問題

の作成と回答、プログラミングコードの作成等で

ある。更に個別教材の作成については、漫画アニ

メなど画像と関連させた学習を行うこと、難しい

概念を身近な例で説明してもらうこと、苦手な英

単語を組み込んだ物語を作ってもらうこと、自分

専用の課題を作ってもらうことを提案している。 
 
55..  研研究究目目的的  
 ここでは、上記の研究者により紹介されたもの

のうち、1）AI 家庭教師、2）プログラミングコー

ドの作成、3）漫画アニメなど画像と関連させた学

習、4）ディベートによる論点の明確化と両者が合

致できる折衝点の提案、のそれぞれの ChatGPT
での実践例を紹介する。そのことで、生成AI の英

語教育への応用の可能性を探究する資料とする。 
 
55..11..  AAII 家家庭庭教教師師    

AI 家庭教師については、プロンプトに工夫が行

われ、その手順として、1）役割：ChatGPT に役

割を説明すること；2）目標：対話により作文用の

アイデアを得ること；3）フロー：対話の詳しいや

りとりの説明をすること；4）ルール：具体性や心

情にはたらきかけるやりとりをすること、を指示

するとしている（吉田、2023）。 
 筆者は、AI 家庭教師によるエッセイ執筆の実践

例として、資料１の内容の対話を行った。そこで

はAI の高度な知能を観察できた。以下、その一部

をAI の発言（原文は英語）を示す： 
・「その光景がどのように感じられたかを教えて

下さい。例えば、色、形、音、そしてそれがあな

たにどのような感情をもたらしたかなどです。」 
・「そのとき、あなたが何を感じていたのか、詳し

く教えていただけますか。例えば、その美しさに

驚いた、ワクワクした、感動したなど具体的な感

情を教えてください。」 
・「他にそのスカッとした感情を詳しく表現する

言葉や想いがあるのか教えて下さい。」 
・「その瞬間、あなたの周りにいた人々の反応はど

うでしたか。また、その雰囲気があなたの気持ち

にどのように影響を与えましたか。」 
 このことから、AI による英語即時インタラクシ

ョンを通じて、新学習指導要領が強調している英

語による「やりとリ」の習得に貢献できる。 
 
55..22..  ププロロググララミミンンググココーードドのの作作成成  
 AI による個別化教材作成例として、自己調整型

日英スピードリーディングを作成した。ChatGPT
にテキストをチャンキングさせ、それらを順番に

画面に表示するプログラムを JAVA と HTML で

出力させた（資料 2a,b）。 
図 1、2 は、その Chrome 画面である。画面上

部の空所に表示スピード（Words Per Minute；分

毎の文の数）を入力し、「Start Reading」のボタ

ンを押すと、中央の画面に英語・日本語のチャン

クが次々と表示され、学習者はレベルに応じてス

ピードを調整できる（図1は英語、図2は日本語）。

今まで、C 言語や JAVA で専門のプログラマーが

行ってきたことを、外国語教師にも手の届くこと

が可能となってきた（水本、2023；吉田、2023）。 
これにより、AI による学習の個別化が促進され、

英語力の主要な要素である「リーディング」力の

養成に活用できる。 
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表 1 AI によるキーフレーズ・リスト   

図 1 英語速読プログラム  

図 2 日本語速読プログラム 
 

55..33..  漫漫画画  アアニニメメななどどのの画画像像とと関関連連ささせせたた学学習習 
Calhoun（1999）のPWIM モデルでは、絵の中

から単語を選び出し、文字の形成から始まり、言

語の音声構成要素の聞き分けや識別、単語や文の

分類、観察に基づく段落や物語の形成まで、複数

のスキルを同時に教えることが提唱されている。

また、開発教育で多く用いられているフォトラン

ゲージ（photo language）では、写真を使った教

材で、視覚言語で語られた画像の中にあるメッセ

ージ、サイン、創造されるイメージ、文化的・社

会的背景などさまざまな情報を読み解いていく学

習活動が行われる。今回、米国雑誌の The New 
Yorker から図 3 下記のイラストを取り上げ、作文

教材を作成・実施した。その際、AI（ChatGPT と

DALL-E）によりイラストからキーフレーズを列

挙させ、ライティング教材として活用した（表 1）。 
 
 
 

 

 

図 3 The New Yorker のイラスト 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
その際、解答例を AI に描写させた文章を示し

たが、そのコメントについての AI ならではの深

い読みをフィードバックすることで、英作文力の

向上をはかった。描写文は英語であるが、和訳を

資料 3a に示した。 
そこでは、「雪だるまたちがマフラーを買いに来

たという遊び心が、このシーンに不思議なタッチ

を加え、日常と魅惑的な雰囲気を融合させている。

与えることの優しさと、それが人間だけでなく雪

だるまにももたらす喜びについての物語を刺激す

る、楽しいイメージだ」とコメントされ、これま

では、イラストから読み取れなかったことが明瞭

かつ詳細に文章化されていた。 
また、TOEIC のPart 1 対策としての写真の読

み取りにも活用でき、その精度はイラストよりも

高く、様々な表現を提供した（資料 3b）。具体的

には、「画像のテキストは不明瞭であるが、雇用機

会やトレーニングプログラムがリスト化されてい

る典型的な新聞の求人広告である。」と記述した。

これは AI が斜めに置かれている新聞の文字を読

み取り、内容から人物の行動を推測していること

は特筆に値する。 
このことから、AI の高度な画像認識・分析を活

用して、様々な視点から視覚情報を描写できる力

を育成することができる。 
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表 2 ディベート（SDGｓによる紛争解決）のプロ・コンの立場の整理 
主張 賛成派の立場 反対派の立場 
議論 1 SDGs は紛争の根本原因に対処でき

る 
開発イニシアティブは紛争の複雑さに完全に
は対処できない可能性がある 

反論 1 SDGs は苦情の削減に貢献できる  
 

紛争には開発イニシアチブを超えた政治的お
よびイデオロギー的要因が関与している 

議論 2 国際協力は対話を促進できる 紛争の影響を受けた地域では国際協力は困難
になる可能性がある 

反論 2 SDGs は協力と信頼構築を促進する 対立と権力闘争が国際協力を妨げる 
議論 3 SDGs の長期的なアプローチは平和

の基礎を築く 
紛争解決の緊急性は SDGs の期限と一致しな
い可能性がある 

反論 3 持続可能な開発には長期的な取り組
みが必要である 

即時の対応は紛争の根本原因に対処できない
可能性がある 

議論 4 SDGs は紛争の影響を受ける地域に
おける資源配分の指針である 

限られた資源と混乱したガバナンスが SDGs 
の実施を妨げている 

 
55..44..  デディィベベーートト（（論論点点のの明明確確化化とと両両者者がが合合致致でで

ききるる折折衝衝点点のの提提案案）） 
テーマ  ”Conflict Resolution Referring to 

SDGs”について、AI にディベートを生成させたと

ころ、論点の整理と合意点形成の提案を行い、全

プロセスの作表を行った。そこでは AI が一人二

役を行い、その状況を客観的に整理して表に示す

能力が発揮された。これらを模範に、ディベート

教育を実施する際の教材として活用できる（表 2）。 
 
66..  おおわわりりにに  
生成 AI は、教育の場においてその活用が期待さ

れており、ICT が授業に与える影響の指標である

SAMR モデルにおける「変革: Modification」、す

なわち、授業デザインが変容し、新たな学びの実

践へ向かうことで、個別最適な学びや、協働学習

の実現に近づくことができる可能性がある。将来、

さらに次の段階である「再定義: Refefinition」に

向かって、実社会の「正解が一つではない」課題

解決や、新たな価値を創造できる人材の育成を実

践することが可能にあると推測できる。 
 
付付記記  
本研究の一部は、科研費 21K00693 の助成を受

けたものである。 
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資資料料 11  （原文は英語；下線部は筆者による）  
ChatGPT こんにちは！わたしはあなたをサポートする AI 家庭教師です。あなたが楽しく作文を書け

るようお手伝いをさせてください。今日はどんなテーマで作文を書きますか？ 
筆者 夏祭りについて 
ChatGPT 素晴らしいテーマですね！夏祭りは色とりどりのイメージや感情が湧き上がる題材ですね。

まず、最近または記憶に残っている夏祭りで特に印象的だったことは何ですか？ 
筆者 花火です 
ChatGPT 花火、素敵な選択ですね！花火が打ち上げられるときの雰囲気や、その光景がどのように感

じられたかを教えていただけますか？たとえば、色、形、音、そしてそれがあなたにどのような感

情をもたらしたかなどです。 
筆者 打ち上げ花火で大きいものは直径３０メートルになり、菊の花が咲いたようで美しかったです 
ChatGPT すごいですね！直径 30 メートルもの大きさの花火が菊の花のように咲く光景は、本当に壮

観だったでしょうね。そのとき、あなたが何を感じていたのか、少し詳しく教えていただけます

か？例えば、その美しさに驚いた、ワクワクした、感動した、など具体的な感情を教えていただけ

ると嬉しいです。 
筆者 スカッとしました 
•ChatGPT "スカッとした"、それはすごくパワフルな感情ですね！それは、心地よい爽快感、または何

か重たいものが取れたような感覚でしたか？それとも、他にその"スカッとした"感情を詳しく表現

する言葉や想いがあるのか教えていただけますか？ 
筆者 日頃のストレスから解放された気分でした 
ChatGPT なるほど、それは大変深い感想ですね。日々のストレスから解放される感覚は、とても清々

しいものだったでしょう。その瞬間、あなたの周りにいた人々の反応はどうでしたか？また、その

雰囲気があなたの気持ちにどのように影響を与えましたか？ 
 
資資料料 22aa  HHTTMMLL のの一一部部  
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資資料料 22bb  JJAAVVAA のの一一部部  （（英英語語ババーージジョョンン））  

 
資資料料 33aa  （原文は英語；下線部は筆者による）  
女性は編み物をしており、完成したマフラーが窓の外にいる雪だるまの首に掛けられているのが見え

る。今、その雪だるまは仲間を連れてきており、みんな自分もマフラーをもらおうと熱心に覗き込んで

いる。男はまだノートパソコンに集中しており、窓の外で繰り広げられる魅力的な光景に気づいていな

いのかもしれない。雪だるまが寒さに耐えている外の雪景色とは対照的だ。ユーモラスでほのぼのとし

たこの瞬間は、屋内の居心地の良さと屋外の冬の世界との意外な接点を示している。雪だるまたちがマ

フラーを買いに来たという遊び心が、このシーンに不思議なタッチを加え、日常と魅惑的な雰囲気を融

合させている。与えることの優しさと、それが人間だけでなく雪だるまにももたらす喜びについての物

語を刺激する、楽しいイメージだ！ 
 
資資料料 33bb  （原文は英語；下線部は筆者による）  
この画像は、「Employment（雇用）」と題された新聞の

セクションのクローズアップです。右上には、そのセクシ

ョン内の広告や記事を指さしているか触れているかのよ

うな人の手が写っています。画像はモノクロで、黒白写真

であることを示唆しています。レイアウトには

「CUSTOMER SERVICES（カスタマーサービス）」、

「OFFICE（オフィス）」、「TRAINING COURSES（研

修コース）」など、いくつかの見出しがあります。"TRAINING COURSES" の見出しの下には、提供さ

れているコースの詳細を示す箇条書きがあります。読者にとって特に興味があると思われる広告や記事

が円で囲まれています。画像のテキストははっきりと読めるほどではありませんが、様々な雇用機会や

トレーニングプログラム、サービスがリストされている新聞の求人広告セクションの典型的な外観です。 

写真は、新聞の紙の質感と印刷の質を捉えており、特定の部分を指している手が写っていることから、

求職活動や教育プログラムを積極的に探していることを示しています。 
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資資料料  22002233 年年度度  三三者者協協働働（（学学生生・・教教員員・・職職員員））にによよるる  

FFDD//SSDD 研研修修ププロロググララムムのの最最終終報報告告会会記記録録  

  
関西大学教育開発支援センター 

(Kansai University, Center for Teaching & Learning) 
 
11..  ははじじめめにに  

FD/SD 研修プログラムは、大学設置基準改正に

伴うSD の義務化に伴い、2017 年度から実施して

いる学内研修であり、今回で 7 年目を迎える。企

画・運営は教育開発支援センター「FD/SD 連携プ

ロジェクト」が担い、研修プログラムは三者（学

生・教員・職員）協働による混合グループを編成

して実施した（図 1）。 

図 1 広報用チラシ 
 
本研修は全 6 回で構成され、5 回終了後に計 5

グループによる最終報告会の機会を設けた。各回

の講師は教育推進部の教員から、高校と大学の接

続や学生支援について講演された。また、学生相

談・支援センターコーディネーター、キャリアセ

ンター職員、【自主研究会】関大アライ会担当職員

の LGBTQ+に関する関西大学における学生支援

の事例紹介が行われた。研修の対象者について、

学生に関しては、関西大学の学習・学生生活支援・

大学教育等に関心を持つ学生を募った。教員に関

しては、専任教員か非常勤講師かは問わずに周知

をした。職員に関しては、人材開発課と協力し、

職員研修の一環として、募集を行った。 
10 月 16 日から 12 月 11 日まで隔週月曜 2 限

（10：40～12：10）の時間帯で実施した。今年度

は、計 22 名の参加があり、それぞれの割合は、学

生が 41％（9 名）、教員が 14％（3 名）、職員が

45％（10 名）であり、全ての参加者がグループワ

ークに参加し、5 名 1 グループとし、計 5 グルー

プに分かれた。各グループに「学生」「教員」「職

員」が含まれるように、「教員」として、教育推進

部の教員も議論に加わった。 
本稿では、2024 年 1 月 15 日に開催した最終報

告会（図 2）において、各グループが報告した内

容を記録として残す。 

図 2 広報用チラシ 
 

22..  各各ググルルーーププのの発発表表内内容容  
 全 5 グループの発表内容（スライド）は次のと

おりである。 
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22..11..  AA ググルルーーププ「「三三者者協協働働空空間間ととししててののラライイテテ

ィィンンググララボボ」」  
高橋 琉（法学部 2 年次生）、孫 小涵（外国語

教育学研究科）、笠谷 柊（出納課）、江口 敦子

（教務事務G） 
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22..22..  BB ググルルーーププ「「社社会会人人基基礎礎能能力力育育成成ププロロググララ

ムム」」  
上別府 なつみ（法学部 3 年次生）、大西 賢汰

（理工学研究科）、三浦 真琴（教育推進部教

授）、木村 綾吾（施設G）、中尾 満里奈（大

学院入試G） 
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22..33..  CC ググルルーーププ「「関関大大のの上上手手なな使使いい方方」」  
青木 優奈（商学部 4 年次生）、橋爪 烈（文学

部准教授）、山中 新大（学長課）、山川 世愛

（授業支援G） 
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22..44..  DD ググルルーーププ「「関関大大生生ののキキャャリリアアササポポーートト」」  
阿南 宙良（法学部 3 年次生）、糟野 七緒（文

学部 3 年次生）、水谷 壮志（環境都市工学部助

教）、油田 和樹（国際プラザG）、杉原 萌子

（情報推進G） 
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22..55..  EE ググルルーーププ「「学学内内国国際際交交流流ススペペーーススのの活活用用

促促進進ののたためめのの提提案案」」  
水谷 晴香（商学部 3 年次生）、森田 真帆（社

会学部 2 年次生）、近藤 亮介（教育推進部特別

任用助教）、赤堀 仁香（国際教育G）、岸田 

宝來（スポーツ振興G） 
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関西大学高等教育研究 投稿規程 

 
関西大学教育開発支援センターでは、教育開発支援センター規程第 2 条第 10 項の規定に基づき、

大学教育に関する情報の発信を目的として『関西大学高等教育研究』を年 1 回発行する。本規程では

『関西大学高等教育研究』を編集・発行するために必要な事項を規定する。 
 
１ 名称 
   『関西大学高等教育研究』 
 
２ 編集委員会 
   『関西大学高等教育研究』の編集・発行にあたって、編集委員会を設ける。編集委員は、教育

開発支援センター長、教育開発支援センター専門委員、教育開発支援センター長が必要と認めた

者で構成する。編集委員会は、『関西大学高等教育研究』に掲載される原稿の編集及び『関西大学

高等教育研究』の発行にあたる。 
編集委員会の役割は次のとおりとする。 
・査読は行わず、目的に照らし合わせて掲載の可否を判断する 
・執筆者が編集委員会からの求めに応じない場合、掲載不可とする 
・掲載可能となった原稿について、執筆者との協議を経て修正を求める 
・提出された原稿と「紀要『関西大学高等教育研究』投稿に係るチェックリスト」に不整合が

ある場合、掲載不可とする 
 

３ 投稿資格 
   関西大学教育職員、事務職員および関西大学大学院生 

その他、編集委員会が適当と認めた者も投稿できるが上記の者を優先して掲載する。 
 

４ 刊行期日 
   毎年 3 月末日 
 
５ 掲載原稿の種類 

掲載原稿の種類は、「論文」・「研究ノート」・「その他」とする。掲載内容は、いずれも高等教 
育を題材としたものとする。また、未発表のものに限る（ただし、口頭発表及びその配付資 

料はこの限りでない）。 

投稿する場合、「論文」・「研究ノート」・「その他」のうち、希望するいずれかの区分を明記する。

ただし、掲載にあたって、編集委員会は執筆者との協議を通じ区分の変更を求める場合がある。 

 論文：高等教育研究に貢献できる問題提起と意義があり、この分野に関心を持つ教員や読者に

とって価値と有効性があるもの。実践研究・事例研究を含む。 

 研究ノート：高等教育に関する研究成果をまとめたもの。独創的な内容や新しい知見の含まれ

ることを尊重し、一般に論文に求められる包括性・体系性・完結性は必ずしも満たさなくても

よい。 

 その他：高等教育に関連した著書、文献、資料に関する紹介・評論を内容としたもの。 

 
６ 執筆要領 

別途定める。 
 
７ 研究倫理 
   「人を対象とする研究」に関する原稿（「論文」・「研究ノート」・「その他」）を執筆する場合は、
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「関西大学における人を対象とする研究に関する倫理規程」を適用し、「研究者の責務」を遵守する

ものとする。 
 
８ 著作権 
   本紀要に投稿された論文等の著作権は、関西大学教育開発支援センターが保有する。 
 
９ Web 上への公開 
   教育開発支援センターのホームページ及び関西大学学術リポジトリにおいて原則公開する。 

 
附則 
この規程（改正）は 2023 年 10 月 25 日から施行する。 
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「関西大学における人を対象とする研究に関する倫理規程」を適用し、「研究者の責務」を遵守する

ものとする。 
 
８ 著作権 
   本紀要に投稿された論文等の著作権は、関西大学教育開発支援センターが保有する。 
 
９ Web 上への公開 
   教育開発支援センターのホームページ及び関西大学学術リポジトリにおいて原則公開する。 

 
附則 
この規程（改正）は 2023 年 10 月 25 日から施行する。 

関西大学高等教育研究 執筆要領 

 
１  本誌に掲載される論文等 1 篇の分量（日本語の表題・著者名、英語の表題・著者名・要旨

（Abstract）、キーワード、図表を含む）は、原則として以下とする。ただし、編集委員会が認め

る場合はこの限りではない。 
論文    ：20,000 字 （12 ページ）以内 
研究ノート ：10,000 字 （6 ページ）以内 
その他   ：6,500 字（4 ページ）以内 
 

２  原稿は「原稿テンプレート」に則りモノクロ・Word 形式で作成の上、指定された期限内に投

稿を行う。なお本誌に掲載された書類等は返却しない。 
 
３  原稿は、サイズは A4 判、マージンは上下左右ともに 25ｍｍ、1 行 22 字、1 ページ 40 行の 2

段組みの指定されたフォーマットで作成する。図表を挿入する場合、上に示した総頁数を越えな

いようにする。 
 
４  提出の際には Word 形式の原稿、PDF 形式の原稿、「投稿者カード」、「チェックリスト」を指

定された期限までに提出する。 
 
５   「タイトル」は日本語と英語で記載する。「キーワード」は 3～5 語で日本語と英語ともに記載

する。英語の「タイトル」、「キーワード」に関しては、専門家（論文内容についてある程度知識

があり、英文校閲の能力があると判断されるネイティブもしくは同等の者）の校閲を経たものと

する。論文と研究ノートの場合はこれに加えて要旨（Abstract）を記載してから本文を始める。

要旨（Abstract）の分量は、日本語の場合は 400 字以下、英文の場合は 200 語以下とする。 
 
６  「タイトル」と要旨（Abstract）の間に執筆者（所属）を日本語と英語で記載する。執筆者が

複数の場合は、執筆代表者を連名者の筆頭に置き、日本語で全員分記載後、英語で記載する。 
 
７  見出しは、すべて横見出しとし、アラビア数字で番号を付す。10.5 ポイント・MS 明朝・太字

とし、半角数字、ピリオド、全角スペースの順で統一する（例：11..  オオンンラライインン授授業業ににつついいてて）。

また、各見出しの最後に一行改行を入れる。 
 
８  句読点は「、」「。」を用い、基本的には括弧は全角の丸括弧を用いる。ただし、括弧の前後が英

数字や「,」「.」の場合は半角の丸括弧を用いる。例：Kansai University(KU), Suita University 
 
９  図及び表には連番を付し、簡潔な見出しをつける。 
 
10  本文における参考文献は、（著者名、刊行年）のように表示する。複数の参考文献を同じ       

箇所に表示する場合は、「（山手、2013；垂水、2015）」とする。著者が 2 名の場合は「関大・吹

田（2019）は…」「Michael ＆ Mike (2019)」とし、3 名以上の場合は「関大他（2019）は…」

「Michael et al. (2019)…」とする。同一著者の同一刊行年の異なる文献を引用する場合は、刊行

年の後にアルファベットを付して区別する（例：2006a, 2006b, …）。 
 
11  「註」及び参考文献は、本文の末尾に一括して記載する。本文中での「註」の指示は、上付き

の連番で示す。括弧は付けない。参考文献は、「註」の後に著者名のアルファベット順で記載する。

また、参考文献の表記は別紙「参考文献の表記について」にしたがう。 
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参考文献の表記について 
 

11 単単行行本本のの場場合合  
＜日本語＞ 著者名（発行年）『書名』 発行所. 
例：関大太郎（2003）『関西大学における初年次教育の課題』 関西大学出版部. 
※なお、複数の和文著者名は「・」でつなぐ （例：関大太郎・吹田花子（2003）…） 
 
＜英語＞ 著者名. (発行年). 書名, 発行所：発行地. 
例：Smith, T. (2007). Modern Higher Education and Society, Los Angeles, CA: UNIV Press. 

 
22 単単行行本本のの特特定定のの章章のの場場合合  
＜日本語＞ 章の著者名（発行年）「章の題目」 収録されている単行本の編者名 『書名』, 掲載ペ

ージ. 発行所. 
例：吹田花子（2016）「大学が社会に果たす役割」 関大太郎・山手次郎編著 『大学教育改革』, 
pp.63-86.関西大学出版部. 
※なお、複数の和文著者名は「・」でつなぐ 
 
＜英語＞ 章の著者名. (発行年). 章の題目. 収録されている単行本の編者名，書名，掲載ページ. 
発行所:発行地. 

例：Johnson, A., McAdams, G., & Pawling, A. (2005). Creating inclusive classroom. In P. M. 
Simpson, & K. A. Tanaka (Eds.), Internationalization of higher education pp.56-82. New York: 
Uni Press. 

 
33 雑雑誌誌論論文文のの場場合合  
＜日本語＞ 著者名（発行年）「論文題目」『雑誌名』巻(号)数，掲載ページ(pp は不要)． 
例：凜風桜子（2010）「高大接続と初年次教育」『高等教育開発ジャーナル』12(1), 100-117.  
 
＜英語＞ 著者名. (発行年). 論文題目. 雑誌名，巻(号)数，掲載ページ(pp は不要). 
例：Chin, A. J., & Gray, E. (2012). Communication skills: an active learning approach. Journal of 

College Students, 15(2), 28-50. 
 
44 翻翻訳訳書書のの場場合合  
原著者名. (発行年). 書名，発行所:発行地. 原著者名(カナ名) 訳者名 (翻訳書発行年) 『翻訳書名』 
翻訳書の発行所. 
例：Brooks, A., & Ball, C. (2001). Designing learning environment (Expanded 3rd ed.), San Diego, 
CA: Uni Press. A・ブルックス，C・ボール 関西文子訳 (2005)『学習環境デザイン』吹田山手出版. 

 
55 イインンタターーネネッットトかかららのの引引用用のの場場合合  
＜日本語＞ 作成元（作成年）『ページタイトル』 (URL)  (引用者の最新アクセス日) 
例：山手市教育審議会（2010）『個人情報保護に係る指針』

(http://www.suita.edu.jp/xxx/xxxx/xxxx.12345.htm) (2019 年 5 月 20 日) 
 
＜英語＞ 作成元. (作成年). ページタイトル, (URL),  (引用者の最新アクセス日). 
例：Association for Teaching and Learning. (2012). Designing an Inclusive Classroom, 
(http://www.atl.edu.us/xxx/xxxx/xxxx.12345.htm), (2019.5.20). 
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参考文献の表記について 
 

11 単単行行本本のの場場合合  
＜日本語＞ 著者名（発行年）『書名』 発行所. 
例：関大太郎（2003）『関西大学における初年次教育の課題』 関西大学出版部. 
※なお、複数の和文著者名は「・」でつなぐ （例：関大太郎・吹田花子（2003）…） 
 
＜英語＞ 著者名. (発行年). 書名, 発行所：発行地. 
例：Smith, T. (2007). Modern Higher Education and Society, Los Angeles, CA: UNIV Press. 

 
22 単単行行本本のの特特定定のの章章のの場場合合  
＜日本語＞ 章の著者名（発行年）「章の題目」 収録されている単行本の編者名 『書名』, 掲載ペ

ージ. 発行所. 
例：吹田花子（2016）「大学が社会に果たす役割」 関大太郎・山手次郎編著 『大学教育改革』, 
pp.63-86.関西大学出版部. 
※なお、複数の和文著者名は「・」でつなぐ 
 
＜英語＞ 章の著者名. (発行年). 章の題目. 収録されている単行本の編者名，書名，掲載ページ. 
発行所:発行地. 

例：Johnson, A., McAdams, G., & Pawling, A. (2005). Creating inclusive classroom. In P. M. 
Simpson, & K. A. Tanaka (Eds.), Internationalization of higher education pp.56-82. New York: 
Uni Press. 

 
33 雑雑誌誌論論文文のの場場合合  
＜日本語＞ 著者名（発行年）「論文題目」『雑誌名』巻(号)数，掲載ページ(pp は不要)． 
例：凜風桜子（2010）「高大接続と初年次教育」『高等教育開発ジャーナル』12(1), 100-117.  
 
＜英語＞ 著者名. (発行年). 論文題目. 雑誌名，巻(号)数，掲載ページ(pp は不要). 
例：Chin, A. J., & Gray, E. (2012). Communication skills: an active learning approach. Journal of 

College Students, 15(2), 28-50. 
 
44 翻翻訳訳書書のの場場合合  
原著者名. (発行年). 書名，発行所:発行地. 原著者名(カナ名) 訳者名 (翻訳書発行年) 『翻訳書名』 
翻訳書の発行所. 
例：Brooks, A., & Ball, C. (2001). Designing learning environment (Expanded 3rd ed.), San Diego, 
CA: Uni Press. A・ブルックス，C・ボール 関西文子訳 (2005)『学習環境デザイン』吹田山手出版. 

 
55 イインンタターーネネッットトかかららのの引引用用のの場場合合  
＜日本語＞ 作成元（作成年）『ページタイトル』 (URL)  (引用者の最新アクセス日) 
例：山手市教育審議会（2010）『個人情報保護に係る指針』

(http://www.suita.edu.jp/xxx/xxxx/xxxx.12345.htm) (2019 年 5 月 20 日) 
 
＜英語＞ 作成元. (作成年). ページタイトル, (URL),  (引用者の最新アクセス日). 
例：Association for Teaching and Learning. (2012). Designing an Inclusive Classroom, 
(http://www.atl.edu.us/xxx/xxxx/xxxx.12345.htm), (2019.5.20). 
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